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一、ヨーロッパの小国へ留学












　私立女子大学の二年に在籍していた私はその年の秋から、南西ヨーロッパに位置するクレーメンス国にあるコルネリウス学院で交換留学生として暮らしている。

　昔から外国のお城の写真集などが大好きで、もし行けたら休暇にはお城めぐりをしたいなと思ってはいたものの、クレーメンス国の公用語であるフランス語での講義についていくのは大変で外出もままならない。

　小学校まで父の仕事でフランスに住んでおり日常会話は困らないが、勉強となれば別だ。それでもなんとか一年間机にかじりついて休日に外出することもなく、三年に進級することができた。

　クレーメンス国の国土は狭小で、君主も憲法を遵守することが義務づけられた穏健な立憲君主制。

　安定した政治もあり、華やかな王室一家は人々に愛され、クレーメンス国はヨーロッパの中でも裕福と聞いている。

　領土の一方はエメラルドグリーンの海、反対側は濃い緑に囲まれた山や葡萄畑が広がる美しい国。

　それほど大きくない国の主な収入源は観光とワイン事業だ。

　コルネリウス学院は首都から車で一時間ほどのところにある。

　寮はひとり一部屋を与えられており、八畳ほどの広さにベッド、机、クローゼットがあるだけだけど、食堂で食事が出されるし、意外と快適だ。






「リン、いる？」

　ノックのあと、当然のごとく入室してきたのは隣の部屋の住人、ハンナ・カスペル。彼女は母親が日本人で日本語が会話程度でき、留学したときからいろいろとお世話になっている。

「ハンナ。どうしたの？」

　会話はすべて勉強のためにと、フランス語でしている。

　彼女は艶やかなブラウンの髪を揺らしながら、机に向かっている私に近づいてくる。

「夏休み最後の日だっていうのに勉強しているの？」

　椅子に座る私の横でハンナは両手を腰にあてて、げんなりとした表情でアンバーの瞳を向ける。

　彼女の肌は白く、最初見たとき、人形のように可愛いと思ったものだ。

「だってマイエール教授は予習をしておかないとついていけないから」

　七月から八月までの二ヵ月間の夏休みのうちの二十日間だけ日本に帰国し、残りは寮からほとんど出ない生活をしていた。

　実家にいても退屈だからとハンナは寮に戻っていたが、私が寂しい思いをしないように気を遣ってくれているのだと思っている。

「はいはい。そんなこと言っていい成績を取っているのよね」

「努力をしているって言って。ところでどうしたの？　今日は自宅に帰るって言わなかった？」

　ハンナの家は首都の郊外にあって、週末には外泊や日帰りで帰ったりしている。

「それがね、素敵な情報を聞いちゃって。ねえ、リン。私と首都に行きましょう」

「ええっ？　首都に？　素敵な情報ってなに？」

「それは内緒。行ってからのお楽しみよ。家の運転手に送迎を頼んでいるの。あと三十分で到着するはずよ。リン、スウェット上下じゃない服に着替えて」

　彼女は私が今着ている部屋着に顔を顰めてクローゼットを開ける。

「うーん……あ、これでいいわ」

　ハンナは私の唯一の夏のおしゃれ着であるライトブルーのＡラインワンピースを手にして持ってくる。

「わかったわ」

　本当のところ、天気もいいし、部屋にこもっているのも辟易していたところだった。街へ出かけられるのは気分転換にもなるし、去年こちらへ来てから外出したのは両手で足りるくらいだ。

「じゃあ、二十五分後に玄関アントレに来てね」

　ハンナは念を押して部屋を出ていき、私は机の上の教科書とノートを閉じて端に置いて腰を上げた。






　この国は世界的にも人気の観光地で海沿いや街に素敵なホテルがある。

　車窓から望める海は、キラキラとエメラルドグリーンに光り輝き美しい。長く続く白一色の砂浜は、ヨーロッパ屈指のリゾート地としてセレブに人気の場所だ。

　夏の太陽はもうそろそろ終わりだけど、浜辺では地元の住人や観光客が楽しんでいる。

　私たちが乗った車は海沿いを走っていた。

「ホフマン、オテル・ド・アルトナーで降ろしてください」

　運転手の男性に後部座席からハンナが声をかける。

「かしこまりました」

　ホフマンさんはハンナの家、カスペル家のお抱え運転手で、私は何度か乗せてもらっている。

　ハンナの父親はクレーメンス国で一、二を争う保険会社の社長で彼女は令嬢だ。

　コルネリウス学院はハンナのようなお金持ちの令嬢がたくさんいて、中でもこの国の貴族の子供たちも必ず入学するほど有名な大学であった。

　貴族の子息や子女は私たちがいる寮ではなく、豪華なアデル寮と言われるお屋敷に住んでいる。

　そう言えば、街へ行くことは知ってはいたけど、ハンナの言う素敵な情報がなんなのかを聞いていなかった。

「ハンナ、ホテルへ行くの？」

「ええ。素敵な情報があっていれば、今日は最高の日になるわ。もうお昼だからここで食事をしましょう」

　ハンナはウキウキと上機嫌で、どんな情報なのだろうかと、私は首を傾げる。

　ほどなくして、車はアルトナーホテルの玄関に到着した。

「三時間後に迎えをお願いするわね」

　ハンナはホフマンさんに伝え、先に車から降りた。私も続いて降りると、ぱりっとした制服を着たポーターが車のドアを押さえて立っていた。

　アルトナーホテルがスタンダードクラスではなく、五つ星のホテルだと気づく。

「ここ、美味しいって有名なの。行きましょう」

『ハ、ハンナっ、ここって、いくらランチだっていっても高いんでしょ？』

　先を歩くハンナの袖を掴むと、思わず日本語で聞いてしまう。

　五つ星のホテルで食事だなんて、ランチでも目が飛び出るくらい高いだろう。

「大丈夫、私がごちそうするから」

　彼女は慌てる私へと振り返りにっこり笑う。

「ハンナ……」

　ハンナがお金を出すと聞いて私は苦い顔になる。

「お願いよ。ここに今日あるお方がいらっしゃるって情報なの」

　あるお方……？

　ハンナに腕を引っ張られて、仕方なく歩き始めた。

　海側に面したレストランはいかにも高級そうで入るのが畏れ多い。

　大会社の社長令嬢であるハンナは臆することもなくさっさとレストランの中へ入っていく。

　ブラックフォーマルがビシッと決まっている初老の男性に案内されて席に着いた。

　窓側の海を望む良い席ではないけれど、レストランの中を見渡せる場所。

　つまり隅の席なんだけど。

　レストランの中は上品な服装のお客さんばかりで、途端に私は着ている服が気になり始めた。

　私にとってはおしゃれ着だけど、ここの人たちにとっては部屋着にもならないだろう。

　落ち着きなく辺りを眺めているとハンナが何かを言った。

「えっ？」

　視線をハンナに戻すと、頬を膨らませた顔が目に入る。

「リン、また髪が短くなっているじゃない」

　ハンナが腕を伸ばして私の肩にかかるくらいのショートヘアに触れてくる。

　コルネリウス学院から徒歩二十分くらいで小さな街に行ける。昨日そこの美容院で髪をカットしてもらったところだ。

「え？　うん。なんだかぼさぼさになっちゃったから」

「もうっ！　やっと少し伸びたのに」

　ハンナは肩甲骨まであるストレートの明るく艶やかなブラウンの髪をパサッとはじく。

　一年前、ショートヘアだった私にハンナは伸ばすように勧めた。

「そんなに短いとワンピースを着ていても男の子みたいよ」

　などと、呟いて首を振っている。

「ハンナ、私はこの長さが一番落ち着くの」

　残念がっているハンナに笑みを向ける。

「もうっ、今年は五年に一度のコルネリウス生誕祭が、学院創立百年にあたる特別な年なのよ？　冬期休暇が始まる前だから……あと四ヵ月もないじゃないっ！」

「パーティーと髪の毛、何の関係があるの？」

　ハンナの興奮がまったくわからない。

「だって、着飾るのよ！　特別なドレスで！　美しいドレスを着たら素敵な髪型は必要よ。先輩方とお知り合いになれるまたとない機会じゃないっ」

「別に先輩方と知り合いになれなくてもいいけど……」

　コルネリウス学院は上下関係が厳しくて、上級生が話しかけた場合でなければ話ができない。

　話したとしても罰則はないけれど、話しかけた下級生は一ヵ月後には何らかの事情で学院を去ることが多いと噂がある。

　大学なのに制服があり、制服はリボンで分けられていた。四年生は青色サファイア、三年生は緑色エメラルド、二年生は赤色ルビー、一年生は黄色トパーズ。現在三年生の私とハンナはエメラルドのリボンだ。

　ちなみに夏用はホワイトのジャケットとスカートで、冬用はダークブルーの制服だ。

　今時、大学にまで制服があることに驚いたけれど、毎朝服を考える必要がないので楽と言えば楽で助かっている。

「リンっ！　そんなことじゃダメよ！　先輩方とお知り合いになれるってことは、貴族の御子息に見初められるってこともありなんだからね？」

「見初められるっ!?　け、けっこうです。私はそんな方とお知り合いになれなくてもいいっ」

「あらあら、リンは欲がないわね。わが大学の女子学院生の大半が玉の輿狙いなのに」

　初めて聞く話に目を大きく見開いた。

「本当にっ!?」

「そうよ。伝統あるコルネリウス学院に、この国の貴族の子女が入るのはほとんど決まり事みたいなものなの。だから民間の私たちがこの大学に入るのはかなりの競争率なのよ」

「一年もいたのに知らなかった……」

　どうして、日本の普通の大学が、ここと交換留学制度を結んでいるのかやっぱり謎だ……。

「まあ、リンは勉強ばかりでよそに目を向けなかったし。でも三年になったのよ。四年と同じ学舎になるのよ」

　ハンナがキラキラアンバーの目を輝かせている。

　二年生の学舎は三、四年生と別棟で会うこともなかったけれど、新学期から三年生の私たちは四年生と同じ建物で勉強することになる。

　日本だったら学部ごとに分かれるのだが、この大学の学部は社会科学部ひとつで、経済学・経営学・政治学・国際関係学がある。

　ちなみに私は国際関係学を専攻している。

「同じになっても面倒なだけだと思うけどな」

　下級生はうかつに上級生へ話しかけられないのだから。でも、彼女の楽しげな様子に思い当たることが脳裏をよぎる。

「もしかして王子さまを一目見られるかもしれないから？」

　この大学に王子が在籍していることは知っているが、一年違うため、その姿を拝んだことはない。

　王子さまなんて別世界なんですけど。

　そのことを聞いたときは、絵本の中の世界みたいだと思ったものだ。

「それもあるけど、四年の時期は将来の旦那さまを見つける大事な一年なのよ」

「ええっ？　将来の旦那さまを見つけるの？　まだ結婚なんて早くない？」

「リン、そんな考え愚にもつかないわ。将来を約束されている男子が近くにいるのよ？　あくせく働く必要なんてないじゃない。うちの大学の女子はほとんど同じ考えよ」

　初めて聞かされる話に、私はぐうの音も出ない。

　これじゃあマッチング大学じゃない。

　そこへオーダーした料理が運ばれてきた。

　新鮮な魚介の入ったサラダ、ブイヤベースのような魚介のたっぷり入ったスープ、コクのあるクリームソースのかかった白身の魚、続いて出てきた肉は口の中で蕩けるように柔らかいステーキ肉だった。

　さすが五つ星ホテルだ。料理の美味しさに目を丸くしながら平らげていく。

「ハンナ、すごく美味しい。連れてきてくれてありがとう」

「喜んでもらえてよかったわ。このレストランはクレーメンスでも特に有名なの」

　デザートの三種のアイスクリームが出されたとき、レストラン内がざわつき始めた。

　首を傾げながらハンナを見ると、スプーンを握る手を止めて入り口を熱の入った目で見つめている。

　彼女の視線を追って入り口へ視線を向けた先に、三人の青年が見えた。

　彼らは背が高く、モデルのようなすらりとしたバランスのよいプロポーションで、とても華やかな雰囲気。

　モデルなのかな？　それとも有名な俳優？

　ヨーロッパの芸能に詳しくない私は、注目を浴びている彼らがどんな人物なのかわからない。

　三人のうちふたりは同じ顔をしている。

　双子だ……。

　短い黒髪で精悍な顔つき。

　一卵性双生児。見分けがつかないくらいそっくり……。

　そんなことを考えながら、彼らの真ん中にいる青年を見て、私の心臓がわけもなくドキッと大きな音を立てた。

　短い黒髪の双子とは対照的に輝くような、ほんの少し肩にかかるサラサラのブロンドの髪。

　レストランの支配人と話をしている彼はどこから見ても気品に溢れている。

　少し長めの白いジャケットが王子さまを連想させた。

「ハンナ……？」

　彼らが席に着くまで食い入るように見つめていたハンナは、私の声に我に返る。

「え？」

　ほんのり頬を赤に染めたハンナが私を見る。

「あの人たちのこと、知っているの？」

「もちろんよ。あの方々にお会いしたかったの」

　私と話していても彼女の視線は、窓際の海が見渡せる彼らのテーブルだ。

「あの人たち誰なの？　モデル？　俳優？」

　私の言葉にハンナは一瞬言葉を失う。

「この国のアルフォンス王子よ。双子ジュモーは王子プランスの護衛なの。アーレ兄弟は国務大臣の息子で、アルフォンス王子と同い年よ。幼い頃から武術や護身術、拳銃などありとあらゆる警護術の英才教育を受けているの」

『王子さまっ!?』

　驚いて思わず日本語が飛び出る。

「リン！」

　ハンナは声が大きいと顔を顰めてたしなめる。

　王子が席に着いてからシーンと静まり返っていたレストラン内に、思いのほか大きく私の声が響いた。

　自分の想像とどんぴしゃだったからびっくりだった。私は慌てて両手で口を塞ぎながら、もう一度彼らの方に目を向ける。

　次の瞬間、私は心臓が止まるほど驚いた。

　その王子が私たちの方を見ていたのだ。

　目と目が合うと、王子の涼しげな視線はすぐに双子へ戻された。

　あ～びっくりした。まさかこっちを見ているなんて思ってもみなかった。

『どう？　カッコいいでしょう？　ううん。カッコいいなんて言葉じゃ言い表せないほど素敵よね？』

　言葉を日本語に切り替えたハンナは誇らしげに言う。

『うん。すごいわ。オーラが違うって言うのかな。あのテーブルが光り輝いているって感じ』

『でしょ～、大学でも滅多にお姿は見られなかったけれど、今年からは拝見できるから、三年の女生徒は色めきたっているの』

『知らなかった……王子があんなに素敵な人だったなんて……』

　周りのテーブルの女性たちも、窓辺の王子に熱い視線を送っている気がする。

　当の王子はハンナが護衛と言った青年たちと話をしていて、気にも留めない様子。

　きっと見られていることに慣れているんだよね。王族の肩書き、人より優れた容姿、どこへ行っても注目されてしまうんだろうな。

『ねえ？　ハンナ、あの王子を狙っているの？』

　狙うなんて言葉が汚いけれど、気になって聞いてみた。

『そんなの恐れ多くてできるわけないじゃない、プランスはどこかの国のお姫さまとご結婚なさるわ。私が狙っているのは黒髪の護衛フェリクスさまとエルネストさま』

　ハンナはうっとりした顔になる。

『そ、そうなんだ……』

　ふたりとも見分けがまったくつかないほどそっくりで、とびぬけてイケメンなのは否めない。

『うふふ。今日はお姿を拝見できたから眠れそうにないわ』

　誕生日とクリスマスが一度に来たように喜んでいるハンナに私はにっこり笑った。

　この国の王子かぁ～。ほんと、童話のような世界で縁がないな。縁がないけれど、好奇心は抑えられない。

　なるべく見ないようにしても、いつの間にか私の視線もハンナと同じで、窓辺のテーブルに行ってしまっていた。

　すごくきれいなナイフとフォーク使い。ダメダメっ、ここにいると王子たちばかりに目が行っちゃう。

「ハンナ、もう出ない？　まだ迎えまで時間があるから、どこかお店を見たいな」

「そ、そうね……長居はできないし……」

　ハンナの残念そうな声。

　テーブルの上には空になったコーヒーカップしかなく、布ナプキンを膝から外して椅子から立ち上がり、チラリと王子のテーブルへ視線を向ける。

　最後に目に焼き付けようとしているのだろう。

　後ろ髪を引かれる思いのハンナと私はレストランを出て、ホテルのロビーへ向かった。

　ホテルを出た私たちは海辺の店を見てまわった。

　メルヘンチックな可愛らしい建物の土産屋もあれば、高級ブティック、カラフルなカフェなどが立ち並び見ているだけでも楽しい。

「あ！　そうだったわ！」

　石畳の道を歩いていると、ハンナが思い出したように声を上げた。

「どうしたの？」

「この裏の宝飾店にペンダントの鎖を直してもらうように頼んでいたの。できあがったって連絡が来ていたから取りにいってもいいかしら？」

「うん。もちろん」

　ハンナと私は海辺の道から一本入った道へ曲がった。

「あそこよ」

　ハンナがいかにも高級店そうな店構えの宝飾店を指さす。

「私はここで待っているから行ってきて」

「じゃあ、ちょっと待っててね」

　ハンナは金のドアノブを回して中へ入っていった。

　外から中を覗くと、ガラス越しに見えるのは豪華なティアラと何カラットかまったくわからないキラキラと眩しいくらいに輝くダイヤモンドのネックレス。

　すごっ……目の保養になるけど……こんなの本当につける人がいるのかな……。

　そしてふと、目に入った『王室御用達』の文字。

　ここって、すごい所だったんだ……さすがハンナ・カスペル。

　思わず口から感嘆のため息が漏れる。

　ほどなくしてハンナが黒い小さな紙袋を手にして店から出てきた。

「お待たせ。次はどこへ行きましょうか、　きゃーーっ！」

　歩き始めたそのとき、隣で歩くハンナが叫び声を上げた。

「きゃーっ！　どろぼう!!」

　一瞬、何が起こったのか把握できず、叫ぶハンナから目の端に全速力で逃げていく男へ視線を動かす。

　私はとっさに逃げていく男を追いかけた。

「リンっ！」

　ハンナが呼ぶ声がかすかに聞こえたけれど、私の頭はペンダントを取り戻すことしかなかった。

　男は通行人の間をすり抜け、ドンドン先へ行く。

「どろぼう！　誰か捕まえてっ！」

　追いかけながら叫ぶが、見ているだけで誰も手伝ってはくれない。

　男が曲がった道を追っていくと、狭い路地になった。まだ男を見失っていなかった。

　狭い石畳の道を男は曲がった。

　見失わないように必死に走り後を追った先は袋小路になっており、逃げた男が目の前に立っていた。

　息が荒い男は私に何か言う間も与えずに、いきなり肩を入れて体当たりしてきた。

「きゃっ！」

　思いっきり肩から体当たりされて、私は石畳に吹っ飛び転がった。

「っ……いた……っ……」

　手のひらと膝にビリッとした痛みを感じた。

　追いかけなきゃ！

　痛みを堪えて起き上がった私の耳に、男のものの呻き声と鈍い音が聞こえてきた。

　急いで振り向くと、泥棒が地面に転がっていた。苦痛に顔を歪めた泥棒の近くに、青年が立っていた。

「あっ……」

　そこにいたのはハンナが王子の護衛だと言っていた黒髪の青年だった。

　ペンダントを盗んだ泥棒は起き上がると、黒髪の青年に拳を振りかざし殴りかかる。

「あぶないっ！」

　私は思わず声を上げた。

　拳を黒髪の青年は素早い動きで横にかわすと、逆に泥棒の顔に拳を打ち込んだ。その一撃で泥棒はもう一度地面に転がった。

　そこへふたりの警察官が狭い路地から現れ、泥棒をうつ伏せの状態にして動きを止める。

　黒髪の青年はひとりの警察官に事情をほんの数秒話すと、動けずにいた私に近づいてきた。

　警察官たちは泥棒を両側から挟んで引きずるようにして連れていく。

　私の所へ来た黒髪の青年は、まるで値踏みをするみたいに頭からつま先までじろっと見た。

「怪我はなさそうだな」

　宝石のようなエメラルドグリーンの瞳で、私を無遠慮に見た彼はめんどくさげに言った。

　膝から血が出ているのを見ているはずなのに「怪我はなさそうだな」って言われムッとした。

　お礼を言おうと思っていたのに言葉を失い、一刻も早くここを去りたくなった。

　そのとき、ここの空気が変わった気がした。

「エル、それはお嬢さんマドモアゼルに対して失礼だよ」

　憮然とした表情の彼をたしなめたのは、あの王子だった。

　少し低い魅力的な声。

　私を助けた青年とそっくりな人を従えて、ゆっくりとした足取りで近づいてくる。たったひとつしか年が違わないのが信じられないくらい落ち着いた雰囲気だ。

　王子にたしなめられたエルと呼ばれた彼は、少し面白くなさそうな顔になった。

　そんな彼に王子は微笑みを浮かべてから私に視線を移した。

「エルが失礼したね」

　目の前に立った神々しい、光り輝くような王子は私の怪我をした左手を優しく持ち上げる。

「ひどいな。擦りむいているじゃないか」

　心配そうな声と手を触れられたことで、私は驚きすぎて舌が張り付いたみたいに声も出せない。それから我に返り左手を引っ込めようとした。

　軽く触れられていたと思っていたけれど、意外にも王子はそれを許さなかった。

「あっ……」

「言葉はわかる？」

「は、はいっ！　王子さま」

　慌てて返事をする私に向け、美麗な顔にフッと笑みが浮かぶ。

「僕を知っているんだね？」

　柔らかく問いかけられて、コクコクと頷くことしかできない。触れられている左手に意識が集中してしまって思考回路がまともに働かない。

　一国の王子に会ったら誰でもきっとこうなってしまうよね。

「頭を打ったのではないだろうね？」

　笑みを浮かべていた王子は心配そうな表情になった。

「い、いいえっ！　平気ですっ！　問題ありませんっ」

「アルフォンスさま、人が気づき始めました」

　王子と一緒に現れた双子のもうひとりが、近づいて耳元で知らせる。

「あぁ……手当てしよう。ついておいで」

　手当てをしよう？　ついておいで？

　王子は私の手を離すと、路地を戻り車が停められている方向へ歩き始めた。続いて私を助けた青年がついていく。

　私のそばにいるのは、王子と一緒に現れた双子のもうひとりの青年だ。

「どうぞ、アルフォンスさまのお車へ」

　私を助けた青年とそっくりな顔だけど、先ほどの口調とは雲泥の差。

「いいえっ！　大丈夫です！　たいしたことないですから、それに友達がいるので」

　そう言ってからハンナのことを思い出した。

「お友達は先に大学寮へお戻りになりました」

「え……？」

「あなたは私どもが責任をもって送り届けると彼女に約束をしましたので」

　彼は優雅な所作で私を車へ促す。ハンナがひとりで帰ってしまったのなら、大学寮まで戻る車がない。

　仕方なく黒髪の青年、優しい方についていった。

　歩き出して派手に擦りむいた膝がジンジンしてくる。手のひらも痛くて、そこだけズキンズキンと脈打っているみたい。

　路地を抜けると黒塗りの高級車が停まっていた。

「どうぞ」

　彼は後部座席のドアを開けて、うやうやしく頭を下げる。

　奥に王子が足を組みゆったりと座っているのが見えた。

「む、無理です！　私が一緒に乗るなんてことできませんっ！」

　王子と一緒の車だなんて畏れ多くて無理っ。

　首を左右に振っていると、助手席側のパワーウィンドーが下がり双子のひとりが顔を覗かせる。

「早くしろよ！　パパラッチに見つかったら厄介だ！」

　またもきつい言葉を浴びせかけられる。

「どうぞ」

　ドアを開けてくれているもうひとりはやんわりと笑みを浮かべ促す。仕方なく王子のいる後部座席へ乗り込む。

「し、失礼します」

　目と目が合った王子に頭を下げた。

「エルがまた失礼をしたね。口は悪いけれど、悪気はないので気にしないでほしい」

　広い後部座席に優雅に座った王子が言う。

　助手席に座っている人はエルっていうのね。

「は、はい」

　王子の隣に座った私は自分の身に起こったことが信じられなかった。

　隣にいるのが王子さま……。

　胸は高鳴る一方で、王子に聞こえてしまうんじゃないかと心配になる。

　私の隣にドアを押さえてくれていたフェリクスさまが隣に腰を下ろした。三人が並んで座ってもゆったりとした車内だった。

「フェル、戻りが遅くなると寮へ連絡を入れておいてくれ」

　王子は私の隣の彼に言う。

「君は日本人だよね？　大学のしきたりは気にしないで楽に話してほしい」

　極上のサファイアのような深いブルーの瞳が私を見つめ、否が応でも顔に熱が帯びてくる。

　どうしよう……楽に話してほしいって言われても……。

　こんなに整った顔をした人と話したことないし、この国の王子さまなのに。とてもじゃないけれど、気軽に話ができる立場の人じゃない。

　私の背筋は緊張で凍りつきそうだった。何か言わなければと思って言葉を探す。

「あ、あのどうして私たちが在学生だと知って……」

「あぁ。紹介が遅れたね。前にいるのが君を助けたエルネスト。隣はフェリクス、彼らは防犯のため、全生徒の顔を知っている」

　大学の生徒なんて、覚えきれないほどいるのに、全部知っている……？

　ふたりの記憶力に脱帽だわ。






　ほどなくして車が白い建物の前に停まった。病院のようだ。

「君はフェルと行って。僕たちはここで待っている」

「は、はい」

　先にフェリクスさんが車から降りて私を待っている。私は車から出て、王子に向き直り「行ってきます」と深く頭を下げた。






　私はすぐに診察室へ案内された。フェリクスさんも当然のように入室してくる。そしてドアの前でまるで立ち塞がるようにして、治療が終わるまでじっと立っている。

　左手の手のひらは皮がべろんと剥けている。手のひらはワセリンで傷口を覆った傷パットがはがれないように包帯が巻かれた。膝には大きな傷パットが貼られただけだ。

　手のひらと膝は薬剤の刺激はないが、ジンジンとした痛みに顔を顰める。

「終わりましたよ。後は大学の医務室で何度か処置してもらえれば問題ないでしょう」

　メガネをかけた白髪の医師は私ではなく、ドアの前に立っている彼に説明した。

　まあ、特別に処置してもらっているみたいだから無理もないかな……。

「わかりました。ありがとうございます」

　フェリクスさんは私に近づいて腕を支えて立ち上がらせる。

　紳士的な所作に戸惑いながらも、慣れないせいで心臓をドキッと暴れさせてしまう。

　診療室を出て、そこでハッと気づく。

「フェリクスさん、早く行かなきゃっ！」

　背の高い彼を見上げてから私は走り出した。膝は痛むけど、王子を待たせている罪悪感から一目散に病院の玄関へ向かう。

「ま、待ちなさい！」

　すぐに追いつかれて怪我をしていない右手首を掴まれる。

「いったいどうしたのですか？　突然走り出すなど」

「だって、王子さまを待たせてしまっているから」

　私の焦る顔が面白かったのか、彼は口元に笑みを浮かべた。

「大丈夫ですよ。アルフォンスさまは気の進まないことはやる方ではないので。病院へ連れていくことはアルフォンスさまのご指示、問題ありません」

「でもっ」

　それでもとても失礼なことをしてしまっているのではないだろうかと気が急く。

「駆け出しては膝の絆創膏が取れてしまいますよ？」

　掴んだ右手は離さずに、そのままフェリクスさんは歩き始める。

　男性から手を握られたことのない私は、好きでもないのになんだか意識をしてしまう。

　王子を乗せた高級車は、同じ場所に停められていた。外から見えないように窓ガラスはスモークガラスになっているのを今さらながら知った。

　当たり前だよね、中に王子が乗っているってわかったら周りに騒がれちゃうし……。

　フェリクスさんは紳士的に後部座席のドアを開けてくれる。

「お待たせしてすみませんでした」

　車内へ入る前、私は王子に向かって思いっきり頭を下げた。次の瞬間――。

　ゴンッ！

「い……った……」

　頭を下げた拍子に思いっきりおでこを車体にぶつけてしまった。

「大丈夫か!?」

　中から王子の驚きの声がした。

「っ……は、はい……」

　涙目でおでこをさすっていると、フェリクスさんの手で指を退かされる。

「見せてください」

　彼のエメラルドグリーンの瞳が、私の額を探るように注視する。

「少し赤くなっていますが大丈夫のようですね」

　フェリクスさんはそう言って微笑む。

　けれど、その雰囲気を壊すように助手席から……。

「お前、おっちょこちょいだな！　頭悪いだろ？」

　エルネストさんがまたもや私をバカにする。

　当たっているから何も言えない。

「エル、お前は話すな」

　王子がエルネストさんをたしなめてくれる。

　フェリクスさんは私の頭がまた当たらないように手を置いて車の中へ座らせてくれた。

「すみません、私そそっかしくて……」

　王子の隣に座り、自分の行動が恥ずかしくて俯く。

　どうしよう……目と目が合わせられない……。

　そこへふいにひんやりした指が私の前髪を払い、赤くなった額に触れ、心臓が痛いくらいドクンと波打った。

「正義感のある君は称賛に値するけれど、犯人を追うなんてことはもう二度としてはいけない。女の子なのだから何かあってからでは遅い」

　王子の手のひらが私のおでこに触れたままでそれに気を取られて一瞬、何を言われたのか理解できなかった。

「え……っと、は、はいっ！　でも私、同じことがあったらまた同じことをしていると思います。許せないんです」

　私の返事に王子は涼やかな双眸を見開き、驚いた顔になった。

「君のような人は初めてだ」

　王子は運転手に車を出すように言い、静かに走り出した。

　これから大学の寮までの一時間、美形ふたりに挟まれて心臓が持つか心配だった。しかしその心配もすぐに解消された。

　車が動き出すと王子はタブレット、フェリクスさんは膝の上にノートパソコンを開き、そちらへ集中してしまった。助手席に座る嫌味な双子も。

　よかった。何もしないで無言でいたらどうしようかと思っていた。

　ワンピースの裾から白い絆創膏を貼られた膝頭が見える。

　ハンナ、心配しているだろうな……。

「あっ！」

　ペンダント……。

「どうかした？」

　王子がタブレットから視線を外し、私を見つめる。

「あ、あの、友達のペンダントを……」

「ああ……一応、証拠として警察が保管し、その後、お友達に返されるから安心していい」

「よかった……本当に何から何までありがとうございました」

　礼を言うと、王子は私の心臓を止めてしまうくらいの優しい微笑を浮かべた。






　私たちを乗せた高級車が大学の敷地内にある寮の前に停まった。

　フェリクスさんが先に降り、私は王子にもう一度礼と挨拶して地面に足をつけた。

　助手席のエルネストさんもすでに出ていた。

「お前、アルフォンスさまに助けてもらったからと言って、これから馴れ馴れしくするなよ？　お前とは住む世界が違う方だからな」

　エルネストさんはきつい言葉を私に投げかけた。

　彼は私を助けてくれたけれど、王子に指示されて仕方なくやったみたい。

「エル！」

　フェリクスさんの厳しい視線にも動じず、彼は私の返事を待っていて鋭く見ている。

「はい。もちろん。私とは住む世界が違うお方ですから。送っていただいてありがとうございました」

　オウムのように彼の言葉を繰り返し王子とフェリクスさんへ頭を下げると、寮の重厚な扉を開けた。

　一階の談話室で待っていたハンナが私の姿にスカートの裾を揺らしながら駆け寄ってきた。

　談話室から窓ガラス越しに外が見えるので、部屋に入らずそこで待っていたらしい。

「リンっ！」

「ハンナ」

「リン、大丈夫なの？　その怪我はっ？」

　ハンナの視線が包帯を巻いている左手と膝にいく。

「泥棒に突き飛ばされちゃって。でも平気よ。たいしたことないから。心配かけちゃってごめんね」

「まあ！　なんてこと！　本当に大丈夫なの？　痛みは？」

「見た目より痛くないから」

「泥棒を追いかけてくれてありがとう。私は驚いて動けなかったのに、リンは追いかけていってすごかったわ。勇敢なのね。でも大怪我でもしていたら大変だったのよ？」

「うん……王子さまの護衛が助けてくれたからペンダントを取り戻せたんだけどね。あとで警察からペンダントは戻ってくるって」

「助けてくれたのはフェリクスさま？　エルネストさま？　ひったくりに盗まれたところを車から見ていたアルフォンスさまがわざわざ降りて、私に話しかけてくださったの。それで追いかけて」

　ハンナは思い出して夢を見るような目になる。

「助けてくれたのはエルネストさん」

　彼の失礼な言葉を思い出して顔を顰めた。

「ハンナっ、憧れるなら、ぜーーーーったいにフェリクスさんの方がいいからねっ！　エルネストさんは最低な性格だからっ」

　突然ハンナの手が伸びてきて私の口を塞ぐ。

「しーっ、誰かに聞かれたら大変よ。上級生の悪口なんて言ってはダメ」

　ハンナが声をひそめて言う。

「悪口じゃないよ。あんな最悪な性格の人、見たことないっ」

　ハンナは私の剣幕に目をぱちくりさせた。

「ね、ねえ？　フェリクスさまは素敵だったの？　アルフォンスさまは？　乗ってきた車は王室専用車よね？」

「フェリクスさんは同じ双子とは思えないほど優しかったし、王子さまは隣に座っているだけで心臓が止まりそうなほど素敵だったよ。優しいし、時々、きついことを言うエルネストさんをたしなめてくれたわ」

「なんて幸せな子なの！　近くでお目にかかれただけでもすごいのに、お車に同席したなんてっ！」

　すごい方と同席しての一時間は緊張で怪我ばかりじゃなく、身体も痛んでいる。背筋をピンとさせて座っていたせいだ。

「ありがとう。疲れたでしょう？　部屋に戻って休んで」

「うん」

　私たちは自分たちの部屋がある二階へ向かった。






「なんだか緊張してしまうわ～」

　翌朝、隣を歩いているハンナが胸を押さえて言う。

　今日から新学期。私たちは新しい学舎に向かっているところだった。

「どうして緊張するの？　学舎が違うだけだよ？」

「もうっ！　リンったら、だからじゃないっ。そこには先輩方がいらっしゃるのよ？　それがどれだけ私を緊張させるか」

　この大学には緑が至る所にあり、まるで森のような広い敷地を歩く。

　寮から十五分ほど歩いた所に三、四年生の学舎がある。この大学の敷地はかなり広く、車で移動している貴族の子女もいるほどだ。

　でもそれが許されるのは貴族だけで、一般人だと、ハンナのように親が富豪でも許されていない。

　なぜ日本のごく普通の私立の大学がこんなにセレブリティな大学と姉妹校なのか本当に謎だ。

　他にも格差があって、貴族の子女が入っているアデル寮は超豪華で、私たちの普通の寮とはかなり違う。

「リン、とにかく四年生には気をつけないといけないわ」

「大丈夫、留学生の私に近づいてくる学生なんてハンナぐらいなものよ？」

　日本人の私はここでは受け入れられづらいらしく、ハンナだけが差別することなく接してくれる唯一の友達と言える。

　かといって、クラスメイトが冷たいと言うわけではない。話しかければ会話も成立するし、当たり障りなく接してくれる。

　それでかまわなかった。勉強は楽しいし、ハンナがいてくれるから。

　三、四年生の学舎に着いたとき、見覚えのある黒い高級車がエントランス前に停車した。

「あの車……」

　呆然と見ていると、停まった車から黒髪の兄弟が出てきて、それから光り輝くようなブロンドの王子が颯爽と姿を現した。

　王子が玄関の八段ほどの階段に向かって歩を進めると、黒髪の兄弟が前後左右に目を配りつつ両脇に並ぶ。

　そこで王子が歩を止め、周りをぐるっと見渡す。

　ぼんやり見ていた私は周りにいる生徒たちが深く頭を下げていることに気づいた。

　でもそれよりも早くハンナの方が気づき……。

「リンっ」

　ハンナに頭をグイッと下げさせられた。

　いたたたた……。

　王子一行が過ぎ去ってハンナは顔を上げ、私もようやく顔を上げた。

「すごいわ！　初日からお目にかかれるなんてっ。リン！　これから毎日この時間にしましょう！」

「今日はたまたまかもしれないでしょう？　毎日この時間かわからないよ？」

「アルフォンスさまのスケジュールは決められているから、きっとこの時間よ」

　ハンナはいつになく嬉しそうな笑みを浮かべた。

















二、お茶会への招待












　それから毎日、ハンナの希望で同じ時間に学舎に着くように寮を出た。王子一行を見られなかったのは週五日のうち二日間だけ。

　ハンナと一緒に行動しているうちに、一日の始まりに素敵な王子を見てもよいかなと思う気持ちにだんだんなっていた。

　いつも彼は気品に溢れ、同じ人間とは思えないほど美しい。

「昨日はお姿を拝見できなかったから、今日は見られるかしら」

　学舎に行く小道でハンナが瞳を輝かせて期待している。

「昨日はご公務があったらしいわ。先輩方がお話ししているのが聞こえたの」

　ハンナは小耳に挟んだ情報を私に教える。

「そうなんだ、王子さまなんだから忙しいよね」

　昨日、王子に会えなくて、がっかりしている自分に気づいた。

　おかしいよね、遠い存在の人なのに。

　学舎の前に着くとほぼ同時に、黒い高級車がスーッと近づき静かに停まった。

　王子さまだ……。

　私は王子が乗る車を見ただけで胸を高鳴らせてしまう。

　見ているといつものように黒髪の双子に続き王子が降りてくる。

　車から降りた王子は辺りを見渡し、お辞儀が遅くなってしまった私と目と目が合った。次の瞬間、私の心臓が大きく跳ね上がる。

　深いブルーの瞳の王子は私を見てフッと口元を緩めたのだ。

　驚きを隠せず、慌てて頭を深く下げた。

　私を見た？　ううん、見た気がした……微笑んで……くれた？　でも、気のせいかも……。

「リン？　リン？」

　下げている頭の上からハンナの声がし、ハッとして慌てて顔を上げる。

「どうしたの？　頭を下げながら考え事？」

「えっ？　ううん　なんでもない」

　王子の姿を思い出し、心臓がきゅうっと締めつけられる感覚が走り、急いで胸を押さえた。






　お茶会の招待状が私のもとに届いたのは、ひんやりした風が吹き、だいぶ秋が深まってきた日だった。

　講義が終わり夕方寮へ戻ると、ドアの隙間から差し込まれたらしく、古木の床にピンク色の見るからに上質な封筒が落ちていた。

「なんだろう？」

　それを拾い小首を傾げながら宛名を見る。

「私宛てだ……誰から……？」

　裏にはシーリングワックスに封印がくっきり捺されている。

　ふ、封印？　本当に私宛て？

　半信半疑で下の方に書かれてある差出人の名前を見る。

「Ａ……？」

　Ａのイニシャルはアルフォンス王子を思い浮かべてしまう。

　まさかね……。

　ピンクの封筒を怪訝そうに見つめていると、大きなノックの後に血相変えたハンナが飛び込んできた。

「ハンナっ！　どうしたのっ？」

　ハンナの慌てた様子に心配になり、封書を持ったまま彼女の前へ行く。

「大変なのよ！　天変地異でも起こりそうなほど！　あー！　失神してしまいそう」

　訳のわからない言葉を言うハンナの顔は興奮で上気している。彼女の視線が私の持っている封筒に移る。

「あらっ！　リンにも来ていたのねっ！」

「私にも来ていた……？」

「その封筒よ！　アルフォンスさまからのお茶会の招待状！　まだ開けていなかったのね」

「う、うん……」

「もうっ、そういうのは早く見なきゃ！　早く開けてみて！」

　私は興奮しているハンナにバシッと肩を叩かれて一歩ふらつく。

　ハンナに急かされて机の引き出しからレターナイフを出して封筒を開けた。中に入っていたピンク色の便箋を開く。まず私の名前が目に入った。

　でもわかるのは自分の名前と日にちだけで、あとは流れるような文字でまったく読めない。

「ハンナ、この文字、苦手……なんて書いてあるの？」

　ハンナはにっこり笑った。

「一週間後の土曜日お茶会に招待します。十四時から花の部屋ジャルダン・ドゥ・フルールにてお待ち申し上げております。なお、服装は制服着用の事……あら？　まだ何か書かれているわ。えーと、怪我は治りましたか？　お会いできることを楽しみにしています……まあ！　リンっ！　すごいわ！　アルフォンスさま直々のメッセージよ！」

「……王子さまがそんなことを？」

「私たちのことを覚えていてくださったのね」

　ハンナは天にも昇りそうな高揚した気分らしい。

「お茶会はアルフォンスさまの気まぐれで開かれるの。去年は一度も開かれなかったって聞いているわ。すごいわ！　そのお茶会に私たちが呼ばれるだなんて！」

　私も王子が覚えていてくれたのは嬉しい。

　だけど、お茶会って……何か作法とかあるのかな……何も知らない私がそんなお茶会へ行けるわけがない。

「リン？　どうしたの？　嬉しくないの？」

「嬉しくないわけじゃないけど、お茶会ってすごい人たちが来るんでしょ？　私なんかが行っちゃいけないかなって」

「何を言っているのよ！　アルフォンスさまが直々にリンをお誘いになっているのよ？　断れるはずがないじゃない」

「でも……」

「気を楽にして行けばいいのよ。私たちは選ばれたのだから」

　ハンナから手紙を返された私はそれを胸にあて困り果てた。






　お茶会当日、ハンナにメイクをしてもらっていた。

「リン、動かないで。私を見て」

　私は悩んだものの、招待を受けることにしたのだ。

「はい。終わり、可愛らしい顔立ちなんだから、もっと気をつければ殿方から声をかけられるのに。それにすべすべの頬。なんて触り心地がいいのかしら」

　ハンナはそう言いながら、私の頬をうにゅうにゅと触った。






　王室専用車が私たちの寮の前で待っていた。この寮で招待されたのは私たちだけのよう。

　迎えの時間がぴったりなのに誰もいなかったから。

　残りの招待客は貴族の子弟がいるアデル寮なのかもしれない。

　そう考えると、車に向かう足取りが重くなる。

　私たちの姿を確認した黒髪の青年が車から降りてきた。

　王子の双子の護衛のひとり。

　どっちだろう……。無表情だからどちらかわからない。

「どうぞ、お車へ」

　柔らかい口調で後部座席のドアを開ける青年は優しい方だと認識した。

　きっと怖い方ならドアを開けてくれないだろう。「勝手に乗れ」って言いそう。

　ハンナは女性らしく丁寧にお辞儀をすると、先に車に乗り込んだ。彼女に続いて後部座席に乗り込もうとしたとき、腕がガシッと掴まれた。

　鷲掴みされた腕を見てから、その手をたどって掴んでいる本人を見る。

「おい、アルフォンスさまはお前に話しかけるが、決して好意を抱くなよな。当たり障りのない返事をするんだ。わかったな？」

　その冷たい話し方で優しい方じゃなかったとわかり、私は内心ムッとなる。

「じゃあ、行きません」

　恥をかくくらいなら行かない方がいい。ずっと断ろうと迷っていたんだから。

「それはできない。乗れ」

　今度は私の背中を押し、無理やり後部座席に押し込めた。

　押し込まれるように座った私をハンナが不思議そうな顔で見ている。

「どうしたの？」

　ハンナが小首を傾げて聞き、「なんでもない」と口を開いたとき、前の席のドアが開き、車体が揺れるくらい大きな音を立てて閉められた。

　私の口から深いため息が漏れ、ハンナに首を横に振った。

　エルネストさんが乗り込んですぐ車は静かに動き出した。

　ハンナは前に座る双子の黒髪の青年から目を離せないでいる。

　彼女に「この男は最悪な方だったから近づかない方がいい」と伝えたかった。

　もう一言でも彼が私に何か言ったら絶対に口から出ていたと思う。

　彼はアデル寮に到着するまでぶすっとした表情で前を見据えていた。

　運転手が先に降りハンナ側のドアを開けている。ハンナに続こうとすると私側のドアが開いた。

　不機嫌な王子の護衛は私の方を覗き込み、無言で降りるように言っている。

　私は黙って車から降りた。

　初めてのアデル寮を目の前にすると圧巻だった。アーチ形の窓がたくさんあり、そのうちいくつものカーテンが揺れたのがわかった。

　お茶会には王子が選んだ人しか行けないので、アデル寮の人たちは参加者に興味があるようだ。

「こちらです」

　ハンナがいるせいか、口が悪い彼は双子の兄のような丁寧な言葉使い。私ひとりだったら「ついてこい」って言いそう。

　私はおそるおそるアデル寮の中へ進むが、社長令嬢のハンナはさすがだ。私とは違い、堂々とした足取りで歩いている。

　写真で見たような貴族の館のような室内へ足を踏み入れると、広いロビーがあって、豪華な真紅のビロードのソファがいくつも置かれている。

　私たちの寮とはえらい違いだ。

　壁にも有名な画家が描いた貴重な絵が何点も飾られ、天井を仰ぎ見ればフレスコ画の天使が羽ばたいている。

　まるで歴史的建造物のようだ。

　ロビーを抜けて中庭に出て少し歩く。二十センチほどの高さに、小さな濃いピンク色の粒のような花がたくさんついている花が植えられている道の先に小さな建物が見えた。

　あれがジャルダン・ドゥ・フルール？

　彼が先導して向かっている先なので、これからお茶会が開かれる建物らしい。窓は開け放たれていて、真っ白なレースのカーテンがそよ風に揺れている。

　窓辺に咲いた色とりどりの美しい花々。どこをとっても手入れが行き届いているのはアデル寮だからか。

　遠いから何の花かわからないけれど、ジャルダン・ドゥ・フルールの名にふさわしい部屋ね。

　近づくと静かなクラシック音楽と話し声が聞こえてきた。

　ハンナはにっこり笑みを浮かべて歩いている。

　楽しんでいるみたい。私は引き返したいくらいなのに……。

　ふと、美貌の王子の姿が思い出された。

「ハ、ハンナ……やっぱり無理。帰るわ」

　私は大きく首を振ると、衝動的にくるっと踵を返した。

「リン!?」

「お、おい！　お前っ！」

　立ち去ろうとする私に気づいたハンナと黒髪の双子が驚きの声を上げる。

　元の道を引き返し数メートルほど行ったところで、濃紺の制服を着た王子がこちらへ歩を進めていてビクッと立ち止まる。

「リンだったね？　何か忘れ物かな？」

　彼の形のいい唇から私の名前が出て唖然とする。まさか名前を覚えられているとは思ってもみなかった。

　たしかに招待状はもらったけれど……。

「何か忘れたのならこちらで用意するよ？　言ってごらん？」

「ぁ……あ、あの……」

　何を言えばよいのか言葉が出てこない。

　頭ではどうしてお茶会に呼んだのか、場違いだから帰るところだと、ぐるぐる回っているのに。

「それとも気分が悪い？」

　心配そうな顔になった王子に申し訳なくなる。

「い、いいえ　大丈夫です……」

　返事したとき、私の後ろで舌打ちする音が聞こえた。誰が舌打ちしたのか、すぐにわかった。

「では中へ入ろう」

　王子は私の両肩に手を置くと、くるっと方向を変えさせる。

　両肩に手を置かれて驚いていると、すぐに手は外され王子はジャルダン・ドゥ・フルールにゆっくり歩いていく。

「さあ、行きましょう」

　黒髪の双子の優しい方が通りすがりに言葉をかけてくれた。

　王子がお辞儀をしているハンナの横を通っていく。それから王子は双子の弟に何かを告げて、一緒に中へ入っていった。

　あとに残された私たちに、フェリクスさんが振り返り口を開く。

「どうぞ、こちらへ」

　促されて私は逃げられなかったことにがっかりしてハンナに続く。歩きながら私の意識は王子に触れられた両肩にいっていた。触れられた両肩が焼けるように熱く感じる。

　王子さまの甘く、それでいて爽やかな香りがまだ……。

　私たちがジャルダン・ドゥ・フルールに入ると、談話していた声がピタッと止まった。

「皆さん、三年生のハンナ・カスぺルさんとリン・オリハラさんです。どうぞ、お見知りおきを」

　フェリクスさんが私たちを入り口で紹介した。

「ハンナ・カスペルと申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　彼女は持ち前の社交性を出して笑顔で挨拶をしている。

　私も何か言わなきゃ……。

「よ、よろしくお願いいたします」

　こんな場面になれていない私はそれしか言えなかった。

　挨拶が終わると、私たちは招待客の中へ引き込まれた。招待客は私たちを含めて十人だった。

　女生徒が六人、男子生徒が四人。

　ハンナがこそっと耳打ちした内容は、やはり私たち以外はみんな貴族らしい。

　ますますこの場に呼ばれたことが不可解だ。

　全員がダークブルーの制服姿なのに、女生徒は華やかで、男子生徒はビシッと決まっている。おしゃれな服なんて持っていない私は制服で安堵したが、貴族の彼らと並ぶと華やかさが皆無だ。

　彼らは珍しいのか私たちに興味を示して話しかけてくる。すべて四年生のブルーのラインとリボン、男子はネクタイ。

　ふと誰かに見られている気がして振り返った先に立っていた双子の兄と目が合う。

　なんだか監視されているみたい。

　視線をフェリクスさんから泳がせたところへ今まで隣室にいたらしい王子と双子の弟が姿を現した。

　何もないのにそこにいるだけで光が当たっているかのように輝かしい。美麗な王子の顔に私の心臓が跳ね上がり、先ほど触れられた両肩が再び疼くような感じを覚えた。

　口元に笑みを浮かべた王子は招待客に向かって優雅にお辞儀をする。

「わがお茶会へようこそ。僕に気兼ねなく楽しく過ごしてほしい」

　それを合図に黒いワンピースに白のひらひらしたエプロンを身につけたメイドたちが、純白のテーブルクロスを敷いた丸テーブルにティーセットと数えきれないくらいのケーキやクッキーを並べ始めていく。

　アンティークな丸テーブルはここにいる全員がゆったりと座れるくらい大きいけれど、みんなはそこに座らずいくつかのソファに座り談話している。

　美人のハンナは男子生徒四人に囲まれ、ソファで楽しそうに顔をほころばせている。

　ハンナ、すごっ……ここにいる男子生徒全員に囲まれちゃっている。

　王子と双子の兄弟は除いてだが。

「彼女すごい人気ね？」

　メインテーブルに着座してハンナを見ていると、隣から声が聞こえてきた。

　声のした横には艶やかなブラウンのストレート髪がきれいな女生徒が座っている。

「は、はい。ハンナはきれいですから」

「私エヴァ、あなたはリンさんだったかしら」

「はい。そうです。リン・オリハラです」

　品のある整った顔立ちの女生徒に私は緊張しながら頷く。

「貴族でない女の子をアルフォンスさまがお誘いになったから、みんなは驚いているのよ」

　ペリドット色の瞳を向けるエヴァさんの目じりは、キュッと上がっていて可愛いというよりは美人系。猫のような目だ。

　ここに呼ばれた女の子はみんなきれいで、私とはまるっきり違っていてここにいることに当惑している。

「アルフォンスさまに意中の方ができたのかしらと、噂になっていたの。ハンナさんは美しいからきっと彼女ね」

　エヴァさんの言葉に驚いた。

　王子さまがハンナを……？

「あなたは彼女とお友達で幸せね？　そうでなければこのお茶会に呼ばれることはなかったでしょうから」

　お茶会の出席を感激しているわけではない私は曖昧に頷く。

　王子さまはハンナが気に入ったんだ。

　そう思うと胸がチクッと痛んだ。

　そのとき、部屋が突然静まり返ったことに気づく。どうしたのだろうと、頭をめぐらせ固まった。

「エヴァ、彼女を借りてもいいかな？」

　光り輝くような王子さまが私の横に立っていたのだ。

「……はい。どうぞ。アルフォンスさま」

　エヴァさんは驚いた顔を隠して丁寧に返事をした。

　王子が直々に自分の所に来たことに驚き、私はバカみたいにポカンと口を開けていた。

「手を。どうぞ」

　王子は自分の腕に手をかけるよう私に促す。

　えっ……？

「僕の腕に手をかけて。ソファまでエスコートするよ」

　それがしきたり……？

　私は緊張で震える指先をそっと王子の腕に置いた。

　王子専用のひときわ豪華なソファに座らせられると、王子も優雅な所作で隣に腰掛けた。

　目の前に小さめのテーブル。そこにティーカップと数種類のケーキが置かれた。

　それを給仕したのはメイドではなく、双子の兄弟のうちのひとり。言葉を発しなければ、そっくりすぎてどちらかわからない。

　王子の手がふいに伸びて、私の軽く握る左手に触れた。再び心臓がドクンと大きな音を立てる。

　王子は私の握っていた左手をそっと開かせた。

「傷が残ってしまったね？」

　擦りむいた傷跡がまだピンク色に残っており、王子の長い指がそこをゆっくりなぞるように触れる。

　それだけなのに身体がビクッとしてしまい戸惑う。そして、招待客の視線を感じる。

　戸惑っているうちに、王子は私の左手を自分の膝の上に引き寄せた。

　大きな手に包まれる感覚に心臓は止まりそうなくらい暴れた。

　どうして……？

　視線を感じて顔を上げると、双子の兄弟のひとりが私を睨むように見ていた。

　出かける前のことが思い出された。

【アルフォンスさまはお前に話しかけるが、決して好意を抱くなよな。当たり障りのない返事をするんだ。わかったな？】

　思い出してしまい表情が暗くなる。私は薫り高いアールグレイティーを飲むことにしてそっと王子の手から自分の手を抜き取る。

　とはいえ、王子より先に手を出していいのかマナーがわからず飲めない。

「今日はおとなしいんだね？」

「えっ？　い、いいえ、はい」

　返事がおかしかったらしく、王子はふき出すように笑った。楽しそうな笑い声に、部屋の中が一瞬静まり返った。

「エルが何か言ったんだろう？」

　困ったような顔でも王子は絵になる美形だ。

「どうして……どうしてお茶会に私なんかを呼んだのですか？」

「迷惑だったかな？　このお茶会は君に会いたくて開いたんだ」

　私に会いたくて……？　王子さまは何を言ってるの……？

　私は深く考えようと眉間に皺が寄る。

「アルフォンスさま、お言葉がすぎます」

　斜め後ろに立ち、会話を聞いていたフェリクスさんが静かに言葉をかける。

「…あぁ……ここでは注意しなければならないね」

　王子は楽しげに私の顔を覗き込む。宝石のようなブルーの瞳と目が合い、再び心臓が暴れ始めた。

「紅茶とケーキをどうぞ？」

　王子がフォークを渡してくれ、受け取る手が震える。

「ありがとうございます」

　フォークの後に差し出されたお皿を受け取ると、チョコレートケーキを食べるか悩む。周りを見ても、口に運んでいる人はいない。

「遠慮しないで食べて。王室御用達の菓子職人パティシエが作っているんだ」

「……は、はぁ」

　ケーキは何よりも好きで、王室御用達と聞いては是が非でも食べたい。だけど、周りが気になる。

「では、僕が食べさせてあげよう」

「ええっ！　け、けっこうです。いただきます！」

　王子が私にチョコレートケーキを食べさせるなんてあってはならない。急いでチョコレートケーキを一口サイズに切って頬張った。

　王子は私が食べるのを、美麗な顔に笑みを浮かべて見ている。

「美味しい？」

「はいっ。とても美味しいです。さすが王室御用達ですね」

　甘さの中にほんのり苦さもある絶品のチョコレートケーキの味に満足して、いつものように笑顔になっていた。

「そんなに喜んでもらえるのなら、これから毎日差し入れよう」

「ぇ……」

　耳がおかしくなったのかと、食べる手を止める。

「パティシエも喜んで作るだろう」

「ダ、ダメですっ！　毎日食べたら太ってしまいますし、たまに食べるから美味しいんですっ」

　思わず王子相手に熱弁をふるうが、当の本人はずっと笑顔のままだ。

「そうか……では、時々君をお茶に誘うとしよう」

【アルフォンスさまはお前に話しかけるが、決して好意を抱くなよな。当たり障りのない返事をするんだ。わかったな？】

　またあの言葉が頭によみがえり、思いっきりため息を吐きたくなった。

　そこへフェリクスさんが口を開いた。

「アルフォンスさま、そろそろ他の女生徒と。彼女は私がお連れしましょう」

　王子の返事より先に、双子の青年が私をソファから立たせる。私は王子に深く頭を下げた。

　王子は軽く頷くと、ブルーの瞳を隣の彼に向ける。

「フェル、Ne extra rerum facere.」

　王子はフランス語ではない私がわからない言語でフェリクスさんに冷ややかに告げる（註：ラテン語で「余計なことをするな」の意）。

　フェリクスさんは無表情のまま王子に軽く頭を下げ、私をハンナのもとへ連れていく。

「リン、アルフォンスさまと何のお話をしたの？」

　フェリクスさんが立ち去ると、興味津々で瞳を輝かせたハンナに聞かれる。

「えっ？　あ、ケーキの話を……」

「本当にそれだけ？　とても仲が良さそうに見えたけど」

「と、とんでもないっ！」

　王子は他の人にも同じ態度を取るだろう。

　でも、仲が良さそうだったと言われて、顔が緩むのもたしか。にやけた顔を見られたくなくて俯き加減で座れる場所を探した。

　私たちは王子の席から離れた誰も座っていないソファを見つけて腰を下ろす。そして、ようやく周りを眺める余裕が出てきた。

　あ、あの人、きれい。

　金褐色の髪を緩く巻いている女性はフランス人形みたいだ。

　招待客みんながきれいで気品溢れていて……私だけが違う……。

　考え事をしていると、ハンナはその女生徒に連れていかれて、ひとり取り残された。

　寮に帰りたいな……。

「失礼、あなたのお名前をお聞かせくださいますか？」

　途方に暮れている私に、いつの間にか目の前に男子生徒が立っていて話しかけてきた。

「ぁ……私の名前ですか？」

「ええ」

　にっこり微笑む姿は品が良くて、王子を思い出させる。

　短髪で色は赤毛、顔中にそばかすもあって、全然似ていないのに……。

「リンです」

「僕のことはブノワと呼んでください。あちらでご一緒しませんか？」

　空いているソファを示す彼は私を誘う。

　戸惑っているうちに手を差し出されて立ち上がらされてしまい、強引に別のソファに私を座らせた。

　座ったその場所は王子の席がばっちり見えてしまう場所。

　今、王子はブルネットの美しい女生徒とふたりで話をしている。談話中の王子の顔から視線を外した途端、黒髪の双子と目が合ってしまい、慌てて視線を逸らした。

　あの睨み方から、え……っと……エル、エルネストさんの方ね。

「――ンさん？　リンさん？」

「は、はいっ」

　我に返り、隣のブノワさんに顔を向ける。

「緊張しているんですか？」

「え？　ま、まあ……」

　曖昧に答える私に、彼はお茶を飲みながら、自分の自慢話を始めた。

　自分のおじいさまは王室と遠縁の公爵で……父親は大きな会社を経営して……。

　まったく興味のない話にあくびが出てきそうだった。

　気がつくと私の周りに王子一行をのぞく、四人の男子生徒がいた。しばらくしてから気づいて、ぎょっと目が大きくなる。

　今まで王子の姿が見えていたのに、今は立ち塞がれて見えなくなっている。

「リンさん」

　戸惑っていると黒髪の双子のひとりが現れた。私は目の前の人が、双子のどちらなのか見極めようとじっと見つめる。

　だめだ、全然わかんない。口を開かなければ、本当にそっくりなのよね。

「こちらへいらしてくれますか？」

　柔らかい話し方はフェリクスさんに思える。

　とにかくどっちでもいい。

　男子生徒の質問攻めのこの状態から逃げたくて立ち上がった。彼らから少し離れた場所に移動し、ホッと息をついた。

「どうしてお前なんかが男に囲まれるのかわからない」

　その言葉で、エルネストさんだと確信した。

「私だって、わからないですっ！」

　上級生に対して失礼だけど、言い放ち、かまわずそっぽを向いた。

　いろいろな質問や彼らの自慢話を聞かされていたから連れ出されて安堵したものの、エルネストさんがすぐそばにいるせいで居心地が悪い。

「さっき言ったように勘違いするなよ？　アルフォンスさまはここにいる女生徒全員と話をしなくてはならないんだ。一番に呼ばれたからって意味はないんだからな？」

「っ！　わかっていますっ！」

　顔を見れば意地悪なことばかり言う彼が苦手だ。

　早くお茶会なんて終わってほしい。

　お茶会は王子が先に退出するのを待たなければならないと聞いている。途中退室ができないせいでストレスがたまる一方だ。

　私はエルネストさんに背を向けて窓辺に立った。開け放たれたドアから少しひんやりする風が入ってくる。

　それとかすかに甘い花の香りも。その風と花の香りを大きく息を吸い込む。

　招待客の楽しそうな笑い声。

　この時間をみんなは楽しんでいるんだろうな……。私は何をしているんだろう……王子さまに惹かれているのは自分でもわかっている。だけど、王子さまは憧れるだけの人。私にとって王子さまはテレビの中の手の届かないアイドルと一緒だ。

　視線を動かし王子を見ると、エヴァさんと話をしていた。

　そのとき、王子の瞳が動き私と目が合う。次の瞬間、にっこり微笑みを浮かべる王子。

　今の微笑みって、反射的なものなのかな……。王子さまを好きになっちゃいけない。これ以上、王子さまの顔を見ない方がいいんだ。

　自分に言い聞かせている私の目の前に濃紺の制服が遮った。顔を上げると双子の弟、エルネストさん。

　ううっ……この人、絶対に意図的だ。

　私が王子を見られないように立つエルネストさんは、不敵な笑みを浮かべている。

　呆れてため息を吐き俯く私だった。






　二時間ほどのお茶会は王子の言葉で締めくくられ終わった。帰れることが嬉しい。胸を撫で下ろしたところへ、さきほど私を誘ったブノワさんがやってきた。

「君はどこで会っても、僕に話しかけていいからね？」

　下級生は上級生に話しかけられない規則。ただし、上級生当人が了承すれば問題ない。

「え……」

「じゃあ、また」

　ブノワさんは私の右手を持ち上げると手の甲に口づけした。

「えっ……」

　目をまん丸くさせてブノワさんを見ると、そばかすとにきびが目立つ顔でにっこり笑みを浮かべて去っていった。

　どうして私なんかを……？

　訳がわからずにいると、王子は黒髪の護衛を従えて退室した。そしてアデル寮の生徒たちが散っていき、私とハンナが最後になった。

「ハンナ、帰ろう」

「ええ、そうね。帰りましょう」

　ハンナが少し残念そうな顔で言う。

　帰りの送迎を聞いていないから、きっと歩いて帰るんだろうな。

　ジャルダン・ドゥ・フルールを出ると、外は夕暮れのオレンジ色。太陽は沈んですぐに暗くなる。

　白いアーチ形の門を抜けたところで、黒髪の双子のひとりが立っており、私たちは足を止めて頭を下げる。

「アルフォンスさまが送っていきたいとのことです」

　ハンナにじゃなく私に向かっての言葉。

「私たちを……？」

「そうです。おふたりとも、こちらへどうぞ」

「はい！」

　ハンナが嬉しそうに黒髪の双子のひとりについていくから、私も仕方なく従う。

　あの人はフェリクスさんだよね？

　アデル寮に戻り壁に沿って少し進むと重厚な扉が見えた。その扉を開けて入るように言われる。

「ここは？」

　送ってくれると言ったのに、豪奢な建物の中に入るの？

「この先でアルフォンスさまはお待ちです」

「でも送ってくれると」

「あなたと少しお話をしたいそうです。ハンナさんは私が送っていきます」

　この人はフェリクスさんだ。エルネストさんだったらもっときつい言葉を投げかけるに違いない。それに全力で王子と会わせないようにするだろう。

「リン、すごいじゃない、アルフォンスさまがお呼びなのよ？」

　フェリクスさんに送ってもらえると知ったハンナはいたずらっぽくウインクする。

「でもっ、私帰りたいんです」

　言っちゃった……。王子さまとこれ以上会わない方がいいと、心の中で決めたばかりだから。

「リンっ!?　何を言ってるのよ」

　ハンナが慌てて私の口を手で塞ぐ。フェリクスさんは私の言葉に動じずに、口元に笑みを浮かべた。

「それはアルフォンスさまの命令に背くお言葉ですが？」

「だって……背くもなにも……」

　開いた扉の方からカツカツと革靴の音がして口を閉じた。姿を現したのは王子だった。

「そんなところで何をしている？　ずっとここにいるつもりか？　風が冷たくなってきた。風邪を引く」

「ぁ……あのっ――」

「たった今着いたところです」

　フェリクスさんの言葉を聞いて王子は私に微笑む。

「夜になるとひんやりする。早く入って」

　首を横に振る私を軽く無視する王子はさらに笑みを深め、手を握り中へ導いた。

　ひんやりとうすら寒い大理石の廊下を通り、幅広い階段を上がる王子に何も言えずについていく。

　その先にあった重厚な扉を王子は片手で開けて押さえ、私を中へ招き入れる。

「あ、あのっ、王子さま？　友達が……」

「友達はフェルが送ると言っただろう？　ここに入れるのは君だけ」

　ここに入れるのは君だけ……？

　超特別待遇に驚き、ただ王子の言葉を頭の中で反復。それから我に返って、部屋の中を見回した。

　広い部屋に文化財や美術品のような風格のアンティーク家具。そして、テーブルの上には値もつけられないような花瓶に真紅のバラが活けられている。

「どうして？　って、思っているよね？」

「は、はい……」

　王子はソファに腰を下ろすように言う。

　言われるままソファに座った私は、小首を傾げて光り輝くような王子を見る。

「緊張しないでほしい。口調も普段と同じでいい」

　深いブルーの瞳に見つめられて、呼吸が不規則に乱れて俯くと、王子の指が私の顎に触れそっと戻される。

　ドクン……。

　心臓の音がひとつ大きく鳴った。

「戸惑っているのはわかる。なぜここへ呼んだのかも知りたいだろう？」

「……はい」

「君のことが気になるんだ」

「気に……なる？」

「そう、可愛い笑顔や、僕と目が合ったときに恥ずかしそうに俯く仕草」

　思いがけない言葉に目を丸くした。

「王子さま、私をからかっているんですよね？」

　すぐに真顔になって言う。

　皆の憧れである王子さまが私を気にしている？　そんなのおかしすぎる。

「いや、からかうなどとんでもない。初めて会った日、君は僕にとって衝撃的だった。泥棒を追いかけたのが、レストランで見かけた君だと聞いて、普段なら気に留めないのにエルを助けに行かせた。君に何かあったらと思うと、気が気でなかったよ」

「私の行動が珍しかったから気になっただけです。王子さまの周りにはきっと私みたいな子はいないのでしょう」

　期待させないでほしい……王子さまの甘く蕩けてしまいそうな声は、私を有頂天にさせる。

　王子はゆっくり首を横に振る。

「たしかに僕の周りには君みたいな子はいないが、すべてに嫉妬してしまうのは君が気になるせいだ」

「嫉妬……？」

　突然、王子は私の右手を持ち上げて、さきほどブノワさんの唇が触れた所に唇をあてた。

　自分の手の甲が王子の唇に触れられた瞬間、胸がキュンと締めつけられドキドキと高鳴り始める。

「ここに口づけされただろう？　僕は嫉妬したんだ」

「王子さま……」

　私の頭に霞がかかる。

　顎を持ち上げられたのにも気づかないまま、王子の顔が近づいてきた。

　ぇ……。

　王子の唇が私の唇に重なった。

　ぅ……そ……。

　軽く触れるだけのキスはすぐに終わり、王子は私をまっすぐ見る。
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　そのとき、扉を叩く音が響いた。その音にびっくりした私はあたふたと王子の腕の中から抜け出す。

「大丈夫だよ。許可がなければ彼らは開けない」

　私の慌てる姿に王子はクスッと笑う。王子が私にキスするなんて理解できなかった。

　あれは普通の挨拶みたいなもの？

　胸の高鳴りは痛いくらいで、まともに王子と目が合わせられず目線を床へ向ける。

「どうやら時間のようだ。送っていくよ」

　王子は立ち上がり私に手を差し伸べ、扉へ歩を進める。扉を開けると黒髪の双子のひとりが立っていた。

「エル、僕のコートを」

　エルネストさんは近くの扉を開けて中から黒いロングコートを取り出し、王子は受け取る。

「リンには大きすぎるかもしれないけど、風邪を引くよりはいいよね？」

　そう言いながらマントのようなコートを着せてくれる。

「王子さまは？」

「僕はこれくらいなら寒くない」

　コートは引きずってしまいそうなほど長く、階段を下りるとき、王子に支えられていて助かった。

「歩いて送っていこうと思うんだけど嫌？　車の方がいい？」

「歩きで十分です」

「よかった。もう少し長く一緒にいられる。車ではすぐに着いてしまうからね」

　私たちの前を歩いていたエルネストさんが乱暴に玄関の扉を開けた。

　彼は私たちの会話に苛立っているんだ……。

　外は真っ暗になっていた。緑の匂いが強く鼻をつく。こんなに暗いのなら、王子と歩いても目立たなくて済むからよかった。

「僕のコートを着た君は可愛いね」

　自分ではなんだかテルテル坊主みたいなんて思ったけれど、褒められてくるっと回ってみせる。

　その途端に、王子のつけているフレグランスの香りがふんわり漂う。香りに集中してしまいコートの裾を踏みそうになってよろめく。

「きゃっ」

　すかさず王子が私を抱き留めてくれる。

「あ、ありがとうございます」

「丈が長いから、転ばないように気をつけて」

　そう言って、私の手がしっかり握られた。

「アルフォンスさま」

　前を歩くエルネストさんが振り返り急かす。

「リン、行こうか」

　しっかり握られた手はひんやりとして心地よかった。

















三、恋は突然に












「ありがとうございました」

　寮の前に到着し脱いだコートを手渡す。車じゃなくてもあっという間の時間だった。

「ゆっくり休むんだよ」

「はい。おやすみなさい」

　王子は握っていた私の手を持ち上げると、甲にキスを落とす。唇が触れた手の甲が熱くなり、それから全身に熱さが駆け巡る。

「おやすみ。中へ入って」

　見送るべきなのだろうけど、手を軽く振られ言う通りにドキドキと心臓を暴れさせながら寮の中へ入った。

　誰にも見つからずに自分の部屋に戻ったことにホッとする。

　ぁ……夕食……。

　寮の夕食は十八時から二時間以内に食べるシステムでまだ時間内だった。だが、ケーキを食べたし胃も少し痛い。何よりも胸がいっぱいで食欲はわかなかった。

　夕食を抜くことにしてシャワーを浴び、髪の毛を乾かしていると、ドアがノックされた。

　私の部屋を訪れるのはハンナしかいない。

「どうぞ」

　返事の後、生成りのリネンの上にカーディガンを羽織ったハンナが入ってきた。

「リン！　どうだったの？　アルフォンスさまはなんだって？」

　部屋に姿を見せるなりハンナは尋ねてベッドに座る。

「ハンナはどうだったの？　フェリクスさんに送ってもらったんでしょ？」

　双子の兄の名を出すと、ハンナの顔がぱあっと輝く。

「もう最高よ！　すごく紳士的で素敵な方」

「送ってくれたのがフェリクスさんでよかったよ。エルネストさんの性格は最悪だからね」

「そうかしら。エルネストさまと少しお話したけれど、やっぱり紳士的な方だったわよ？」

　うーっ、猫かぶってるんだ。

「で、どうだったの？　私はリンがアルフォンスさまと仲良くなるのは大賛成よ？　そうしたら私もアーレ兄弟にお近づきになれるじゃない？」

　ハンナの憧れは、最初からあのふたりだった。

「ねえ？　どうだったの？」

「ぅ……ん、気になるって言われた」

「気になる？　それだけ？　それだけなのにリンを部屋まで招待するかしら？」

「私が男子生徒と話をしているのを見て嫉妬したって言ってた……けど」

「ふーん、やっぱりねぇ。まだアルフォンスさまは自分の気持ちに気づいていないのよ。リンに一目ぼれをしたけど、どうしたらいいのかわからないんだわ」

　両手をポンと打つハンナ。

「一目ぼれっ？」

「きっとそうよ。アルフォンスさまはリンが気になって仕方がないのよ。これからが楽しみね。リンもアルフォンスさまが気になっていたんだから」

「ハンナ、でも好きになっても、報われない恋だよ？　相手は王子さまなんだから」

　身分不相応……。

　外国人で日本の中流家庭の娘なんて、王子さまとハッピーエンドになるわけがない。

「なにも結婚しろなんて言っていないわ。少しの間なら夢見たっていいじゃない？　アルフォンスさまはリンに飽きるかもしれないし、リンはアルフォンスさまを嫌いになるかもしれないんだから。その日が来るまで楽しめばいいのよ。なんと言っても、王子さまとお付き合いできるなんてあることじゃないわ」

　ハンナの言いたいことはなんとなくわかったけれど、まだ実感が湧かなくてピンとこない。

「私のことよりハンナのことを話して。フェリクスさんはどうだった？」

　尋ねるとハンナの顔がみるみるうちに真っ赤になった。

「ますます憧れてしまうわ。寮に着くまでたいした会話はなかったけど、そばにいるだけでずっとドキドキしっぱなしで……」

　ハンナは思い出して、顔を赤らめ胸に手をあてている。

「好きになるんだったら、フェリクスさんの方がいいよ」

「そうなの？　私はまだ見分けがつかないわ。とてもそっくりなんだもの」

「私も外見では見分けはつかないけど、話すとすぐにわかるの」

　エルネストさんの方がわかりやすい性格なのかもしれない。フェリクスさんは感情を表に出さなすぎて、何を考えているのかわからない。結局は両方とも苦手なのかも。






　翌朝目が覚めると、昨日のことが夢のように思えた。

　王子さまとキス……触れるだけのキスは……夢？

　そっと唇に指を持っていく。

　王子さまに会いたくなっちゃう。私……王子さまに恋してるんだ……。

　今日は日曜日で講義は休みだから王子の姿をこっそり見ることもできない。ハンナは実家へ遊びにいき、何もすることのない私は部屋で勉強をしていた。

　日本人の私がここでの勉強についていくには、並大抵の勉強量ではだめだ。この一年間は寮と学舎の往復だけで、時間があれば勉強にあてていた。

　勉強が好きなわけじゃない、そうしないとついていけなかったから必死に勉強をした。

「はぁ～。疲れた～」

　目と手が疲れて時計を見ると、夕方の五時を回っている。

　もうすぐ夕食の時間だ。お腹も空いて、今にもぐうーっと鳴りそうだ。

　そのとき、窓に何かがコツンと当たる音がした。

　えっ……？　風……？

　そしてまたもう一回窓からコツンと音がする。

　椅子から腰を上げ、おそるおそる窓に近づく。こわごわとカーテンの隙間から外を見てから、窓ガラスの戸を開ける。

「おいっ！」

「きゃっ！」

　その声に驚いた私の肩がビクッと跳ねる。

　声がした窓の下を二階から見下ろすと、黒髪の双子のひとりが見上げて立っていた。

「何度も投げたのにやっとか、鈍い奴だな」

「エルネストさん、何の御用ですか？」

　この物言いは絶対にエルネストさんだ。

「お呼びだ」

「お呼び……？」

「頭悪いのか？　鈍い女だな。早く下りてこい」

「お呼びって、私行けません。日曜日は門限が厳しいんです」

　あと一時間で門限になる。ハンナももうそろそろ戻ってくる時刻。

「そんなのはどうにでもなる。早く下りてこい」

　王子が呼んでいるからって、のこのこついていくのはなんだか犬か奴隷みたいで嫌だ。

　王子さまには会いたいけど……。

「嫌です」

「引っ張り出されたいのか？」

「今日はもう遅いのでと、伝えてください」

　王子さまに会いたいけれど、会いに行くわけにはいかない。

「お前、変な駆け引きしてんじゃないぞ？　お前なんかすぐに飽きられる」

　傷つくようなことをずけずけ言うこの人が嫌い。

「駆け引きをしているんじゃありませんっ！」

「じゃあ、下りてこい！　下りてこないのならそこまで行くぞ」

　身体の前で腕を組んで威圧的な態度は、今にも部屋に来そうな勢いで、深いため息が漏れる。

「……行きます」

　窓から顔を引っ込め戸締まりをしたのち、自分の姿を確認する。

　今着ているのは水色のパーカーとジーンズ。

　王子さまに会うにはみすぼらしい格好だけど、仕方がない。これがいつもの私の姿。

　それでも王子に会うときは、きれいな服装で会いたいと思う。でも着替えている時間はない。

　下唇を噛みしめてから、藍色のチェスターコートを手にして部屋を出た。

　寮生に見つからないようにこっそり建物を出たところで、エルネストさんが暗闇の中からぬうっと現れた。

「遅い！　行くぞ」

　彼はぶっきらぼうに言い放ち、私がついてくるものと思っているのか、さっさと歩き始める。やはり秋の夜は寒くブルッと震えてからチェスターコートを羽織る。

　辺りは暗く、私は置いていかれないように後を追う。

　なんて一歩が大きいんだろう。

　アデル寮の門が見えてきた頃には、平然としたエルネストさんとは逆に、私の息はぜいぜいと上がっていた。

　昨日のように誰にも会わずに王子専用の扉の前まで来ると、呼吸を整えるように大きく息をつく。

　この古めかしい建物の壁に設置された金属の小さな箱は、なんだか似つかわしくない。その箱にエルネストさんは近づき、カバーを開けカードキーをスライドさせた。

　セキュリティを解除して、長い指で番号を押すと、扉の鍵が開く機械音が聞こえた。

「入れ」

　彼は扉を押さえて私に入るよう顎で示す。

　室内へ歩を進めた先に、もうひとりの黒髪の青年、フェリクスさんが待っていた。

「こんばんは。アルフォンスさまがお待ちですよ」

　同じ双子なのにどうしてこうも話し方が違うのか……。

「こんばんは……」

　私はふたりの違いに呆れながら、フェリクスさんに頭を下げて階段を上がる。

　広い居間には誰もいなかった。

「王子さま……？」

　部屋の中へ進み、周りを見回す。そこへ奥の扉が静かに開き、王子が姿を見せた。

「リン！　すまない。待たせてしまった？」

　キラキラ輝く王子は私のそばに立ち、抱き寄せて両頬にキスを落とす。

　う……っ……。

　慣れないハグに私の思考は溶けてしまいそうだ。

「先ほどまで出かけていたんだ。そうでなければずっと君と一緒にいたかったんだけれどね。夕食はまだだよね？」

「は、はい。すみません、こんな格好で……」

　王子の装いは自分の格好とは雲泥の差がある、ドレッシーなフリルのある白いシャツの上に黒のベスト姿。ベストのボタンはすべて外され、リラックスした様子だ。

　私とたった一歳しか離れていないというのに洗練されている。もちろん彼は高貴な王子だ。金のスプーンをくわえて生まれてきたような人なのだ。比較するのもおこがましい。

「いいんだよ。リンはどんな服装でも可愛い。着飾った君も見てみたいが、ありのままの姿が見られて嬉しいよ」

　王子の言葉にポッと私の心が温かくなる。

「まだ緊張している？」

「緊張するなっていう方が無理なんです……」

「今日は一日どうしていた？　君が何をしているのか公務中も気になっていたんだ」

「王子さま……」

　真剣な表情で私の顔を見つめていた王子は、突然クスッと笑う。

「王子さまの呼び名を変えようか？」

「でも、なんて呼んだら……？」

「そうだな。親しげに呼んでほしい。アルはどうかな？」

　いきなり呼び捨てになんて……。

　恐れ多くて、できないと、私は左右に首をフルフル振る。

「アルって呼んでほしい」

「で、でも……」

「言ってごらん？」

　甘く囁かれて、くにゃーっと床に溶け落ちちゃいそうになる。

「ァ……ァ……王子さま……」

　やっぱり言えないっ。

　口をギュッと引き締め大きく首を横に振ると、王子はおかしそうに笑う。

「わかったよ。今はまだ王子さまで我慢しよう」

　笑って立ち上がった王子は私の唇にかすめるようなキスをする。こんなキスは彼にとって挨拶程度のことなのだろう。けれど、私は違う。

　私はどうしたらいいの……。






　アーレ兄弟がワゴンを運んできて、六人掛けのアンティークの丸テーブルの上に並べていく。

　用意されているカトラリーはふたり分。

「リン、食べよう」

　これが寮の食事なのかと、首を傾げるくらい豪華な料理が並べられている。

　王子は対面に座り、静かにスプーンを持つと、ポタージュを一口飲む。それが何とも優雅な所作で、見入ってしまい一緒に食べるのが恥ずかしくなる。

「リン？　食欲がない？」

「い、いいえ。そんなことないです」

　お腹は鳴りそうなほど空いている。

　私も金のスプーンを持ち、湯気の立つ美味しそうなポタージュを口にした。

　食事をしながら王子は上手に私のことを聞いてくる。

　この時間で私のことを九十九パーセントは知られてしまったのではないかと思うほど話をしてしまった。

　聞き上手な王子のせいだ。

　緊張してしまう相手なのに優しく尋ねられるにつれてリラックスしている。

　デザートはお茶会のときに私が好きだと言ったケーキが数種類あった。美しい皿にきれいに並べられてデコレーションされている。食べるのがもったいないくらいに芸術的。

　食べたいけれど、王子に勧められるまま美味しい料理をパクパク食べていたせいでお腹が苦しい。

「リン、君の好きなケーキだよ。パティシエが喜んで作ってくれた。僕はいつもケーキを食べないからね」

「甘いものが嫌いなんですか？」

　そう言えば、お茶会のときも手を出していなかったような……。

「毎日でなかったら食べられるよ」

　彼はうっとりするような笑みを浮かべた。

　王子はブラックコーヒーに口をつけながら、ケーキを食べる私を眺めている。

　お腹が破裂しそうなほどにいっぱいだったが、残したら作ってくれた人に申し訳ないと思いきれいに平らげた。

「ご馳走様でした。もうお腹がいっぱいです」

　両手を合わせて言ったとき、王子がおもむろに私の横へ来た。なぜなのかわからず、見上げる私に彼は微笑む。

「ここにクリームがついている」

　王子は自分の口元を示してみせる。

「あ……」

　手の甲で拭おうとするが、王子の手が止める。そしてあっと思う暇も与えずに、私の口の端を舐められた。

「王子さまっ！」

「美味しいよ。いつもはこんなに美味しくない。美味しいのはリンのせいかな」

　にっこり王子さまフェイスだ。

　あっけに取られている私に唇にキスを落とす。

　昨日の軽く唇を合わせるキスじゃなかった。唇を啄むようなキスをしてから舌で唇をなぞられる。

　驚いて王子から離れようとすると、椅子に座っていた身体がぐらりと揺れ、そんな私を王子は助ける。

「リン、どうした？　キスが嫌だった？」

「び、びっくりして……」

「もしかして初めて？」

　王子はこんなキスに慣れているのだろうか？　彼の立場では女性は気軽に身体を差し出すの？　私にもそれを求められているの？　そう思ったら、急に王子が怖くなった。

「わ、私帰りますっ！」

　ソファの上のコートを乱暴に掴み、出口に向かおうとする。

「リン！　待つんだ」

　背後から腕を掴まれて足が止まる。

「すまない。急ぎすぎたようだ。もっと君を大事にしなくてはいけないね。つい君が可愛くて行きすぎたよ」

「……私……王子さまにふさわしくないです……だから……もう会いません」

　きっとさっきのようなキスなんて日常茶飯事で、食事をするのと同じ感覚なのかもしれない。

　でも私は無理、まだ心が……。

「リン！　怒った？　謝るよ。君をもっと大切にする。そんなことを言わないでくれ」

「王子さまっ！　わかってくださいっ、これ以上期待させられたくないんですっ！」

　言ってしまってから、ハッとなる。

　今のが……私の本音だ……。

　キスが嫌なのが理由じゃない、怖い気持ちもあるけれど、キスをされれば期待してしまう自分がいる……。

「リン、期待してもいいんだよ？　僕は君が好きなんだから」

　引き寄せられて彼の胸に背中が当たり、腕の中へ閉じ込められる。抱きこまれて私の心臓が暴れ始めた。

　腕の中で王子は私を振り向かせると、自分の胸に手をあてさせる。

「僕の心臓の音がわかる？　君に嫌われたかと思って心臓が暴れている」

　彼の鼓動がドクドクと手のひらに響いてくる。

「また会ってくれるだろう？　今度は行儀よくすると約束する」

　王子の胸に手を置いたまま、私は困惑気味にコクッと頷いた。






「はぁ～」

　さっきから重いため息ばかりが出る。王子の住居から戻ってきて、ベッドの上で膝を抱えている。

　こっちの人はスキンシップというか、普通の挨拶でキスをするから一年もいれば慣れたけれど、王子のキスは特別で、私の胸をドキドキさせて……でも決して結ばれない恋だからキスはすごく悲しくて……。

　この二十年間、唇へのキスを経験したことがなかったからびっくりした……王子さまはそんな私にびっくりして……私、王子さまとどう接したらいいのかわからない……。第一、一国の王子さまが私に好意を持つこと自体がおかしいんだよね。

　王子さまの周りにはきれいな女の子がたくさんいるのに。

　体育座りをした膝に頭をつけてうなだれる。

　王子さまは美しいお姫さまと幸せになりました。めでたしめでたし……そうだよね？






　翌日、私は王子の登校時間にあわないように時間をずらし、ハンナに先に行ってもらった。

　まだ私の心は複雑に揺れていた。

　王子と楽しい時間を過ごせばいいと思う自分と、先はないのだからもう会わない方がいいと諫める自分。

　もう会わない方がいいという自分の方が少し勝って、登校時間を遅らせた。

　でもひとりで歩くことが寂しい。

　ハンナもそうかな……ごめんね。ハンナ。

　あとでちゃんと話をして、いつもの登校時間を変更したいと言おう。

　けれどハンナに登校時間を変えたいと言い出せずに、翌日からは一緒に通学し一週間が経ってしまった。

　結局、王子の登校時間と毎日同じで、公務がないと顔を合わせる。

　最近の王子は私を見ると、近づいて「おはよう」と、挨拶してくれる。本当はもっと話をしたいと言ってくれているが、周りの生徒を考えて挨拶だけにしていると説明してくれる。

　一緒に登校するハンナは、アーレ兄弟が近づいてきてくれるので、ひどい姿は見せられないと、毎朝三十分早く起きて髪型をセットしているらしい。

　頻繁に王子に会うせいで、彼を見ないと落ち着かなくなってしまった気がする。

　そんな私の気持ちは、海原に浮かぶ小さな船のように大きく揺れていた。

　王子と会ってはだめなのに、公務がない日はエルネストさんが迎えにきて、彼のもとへ出かけてしまう。

　自分の意志の弱さがなさけない。

　しかし王子の誘いを断れる人などいないだろう。と、自分を慰め、迎えにこられると、会いにいってしまう私だった。






　迎えにきた早々エルネストさんが口を開く。

「睡眠時間を削ってまでアルフォンスさまはお前と夕食をとるんだからな？　ありがたく思え」

　会うたびにエルネストさんに嫌味を言われている。ここのところ一緒に夕食を食べているから、そう言われるのも無理はないと自分自身思う。

　私と王子のことをよく思っていないのは身に染みてわかっている。

　顔を見れば嫌味ばかりだけど、無視されるよりはいいかな。

　ただ、今のエルネストさんの言葉を聞いて心配になってしまった。

　王子が睡眠時間を削ってまで私と会うのはよくないと思う。






「どうした？　リン。さっきから考え事をしているみたいだ」

　夕食を終えた私たちはいつものようにソファに並んで座りデザートを食べていた。今日のデザートは果物。

　毎日ケーキや甘いものだと体重増加が気になるからと言うと、さっそく変えてくれた。

「……王子さま、睡眠時間はどのくらいですか？」

　あからさまにエルネストさんに聞いたなんて言えないから、遠まわしに尋ねる。

「いきなりおかしなことを聞くね？」

「何時に寝て、何時に起きているのか知りたくて……」

「僕もリンのことが知りたいな。リンの就寝時間と、起床時間は？」

　逆に質問を返されてしまった。

「私は十二時頃に眠って、起きるのは六時過ぎです。王子さまは？」

「起きるのは一緒だね。いつかリンを起こしてあげたいな」

「え……」

　なんかすごいことを言われたような……。返事に困るようなこと言わないでください。

　顔が熱くなるのを感じながら、気を取り直して話を続ける。

「あ、あの、寝る時間は？」

「まちまちだ。十二時に寝るときもあれば三時になることもある。公務が続く場合は、いろいろ考えて眠れないこともある」

　王子さまの手が重なり長い指を絡めてくる。

　やっぱりはぐらかされていると確信した。

「最近は？　公務はないですよね？」

「来週になると公務が続くんだ。君と一緒に夕食を食べられないと思うと寂しいよ」

「昨日は何時に寝ましたか？」

「リン？　エルか、それともフェルに何か言われた？」

「な、何も言われていないです」

　告げ口みたいで嫌だからそれとなく聞いていたのに、鋭い……。

「ふたりを呼んで詰問してもいいけど？」

　王子は今までのふざけた感じはどこへ行ったの？　と思うほど真剣な顔になって私を見つめている。

「そ、そんな……」

　困った私は見つめる王子の視線から逸らす。

「リン、何を言われたの？」

「……私と夕食を食べるために睡眠時間を削っているって……」

　言わなかったらふたりを呼んで詰問すると告げられて仕方なく口にした。王子は小さなため息を吐いて、渋々白状した私を抱き寄せた。

「彼らの言葉は気にしないでいい。第一、夕食は必ず食べるものだろう？　どうせ食べるのなら好きな子と一緒に食べた方が楽しい。それに二時間くらいじゃないか？　本当はもっと一緒にいたいくらいなのに」

　耳元で囁くように言われて身体の力が抜けそう。

「今度何か言われたら気兼ねなく話してくれるね？」

　私の両肩に手を置いて王子は顔を覗き込む。

「リン？」

「……わからないです……王子さまを煩わせるのは嫌だし……」

「まだそんなことを言っているのか？　言ってくれない方が気になって勉強も公務も身が入らなくなる」

　頬に手を添えられた王子の顔が傾くのをぼんやり見ていた。

　重なるふたつの唇、怖がらせないように触れるだけのキスを落とした彼はにっこり笑った。






「ねえ？　あなた」

　ひとりで学舎へ向かう途中、突然目の前にブルーのリボンをつけた女子三人が現れた。

「は、はい」

　見知らぬ四年生だったけれど、話しかけられたのだから返事をしないわけにはいかない。

「ぁ……」

　三人のうちひとりはお茶会に出席していた貴族の子女だった。

「アルフォンスさまにちょっと話しかけてもらったぐらいでいい気にならないでよ！」

　強い口調の上級生に声も出せなかった。

「いいこと？　これは警告よ？　アルフォンスさまに近づいたらひどい目にあわせてやる」

　貴族の令嬢らしからぬ言葉を吐き、三人の四年生は行ってしまった。去っていく彼女たちの後ろ姿が角を曲がり私はようやく大きく息を吐いた。

　警告……。

　カバンを持つ手が震えている。彼女たちの脅しが怖いわけじゃない。腹が立ったからだ。

　下唇をキュッと噛むと歩き出した。

　教室に入ると普段と違う雰囲気を感じたが、いつものように誰ともなく「おはようございます」と言って席に着く。

　同じ学部の人たちと私は親しくしていなかったから、挨拶されなくても別に変だとは思わなかった。

　教科書とノートをカバンの中から出していると、腕に鈍い痛みが走る。

「っう……」

　クラスメイトの女子が脇を通るときにぶつかったせいだ。

「あら、ごめんなさい」

　高飛車な謝り方に私は肩をすくめた。

　感じ悪い……。

　こんなことは初めてだったが、気にしないようにして入室してきた教授の講義に集中させた。






　放課後になるとハンナの教室へ迎えにいった。私をドアのところで見つけたハンナはなんだかぎこちない笑顔を向けて近づいてくる。

「ハンナ、帰れる？」

「え、ええ。帰りましょう」

　帰り道、ハンナは浮かない顔をして言葉が少なかった。

　どうしたのかな……。

　彼女の様子が気になり寮に戻って着替えてすぐハンナの部屋のドアをノックした。

　すぐにドアを開けたハンナは廊下をキョロキョロ見回す。

「どうかしたの？」

「早く入ってっ」

　手首をグイッと引っ張られてハンナの部屋へ引き込まれる。

「座って」

　お姫さまのような真っ白なレースのベッドカバーの上に私を座らせるハンナはいつもの彼女に戻っていた。

「リン、何かされなかった？」

　腰を下ろした途端、ハンナが心配そうな顔で私を見る。

「う、うん……どうして？　誰に何をされるの？」

「リンってけっこう鈍感なのね？」

　言われている意味がわからない。

「アルフォンスさまをお慕いしている人たちが、リンのことを知っちゃったのよ！」

「うん、今朝四年生に警告されたよ。王子さまに近づいたらひどい目にあわせるって」

「ええっ!?」

　ハンナがお嬢さまらしからぬ素っ頓狂な声を上げる。

「すごいね、王子さまのファンって……」

「すごいねって……リン、どういうことだかわかる？　大学の生徒全体でリンを締め出す計画なのよ？　アルフォンスさまに近づけないように。どうしよう……どうしよう……」

　ハンナは頭を抱えて私の目の前を行ったり来たりしている。

「大丈夫だよ。何もできないよ」

　私は楽観していた。だが、ハンナが気にかかる。

「ねえ？　ハンナ、何もできないと思うけれど、しばらく私と一緒にいない方がいいね」

　あの雰囲気を考えると私の友達っていうだけで、ハンナに飛び火してしまうかもしれない。

「リン……ごめんね。実のところ怖いの」

「ううん。何かあったら私は日本へ帰ればいいんだし」

　ここと王子さまが好きだから、そんなことになったら悲しいだろうな。

「アルフォンスさまとどうなっているの？　先週はずっとお夕食に呼ばれていたでしょう？」

「どうなっているって……楽しく食事をするだけよ」

　キスしたことは恥ずかしくて言えなかった。

「本当にそれだけ？」

「ぅ、うん……」

「でも、それだけでもアルフォンスさまの取り巻き連中には面白くないのよね……」

　ハンナは神妙な面持ちで考え込むような顔つきになった。






　私たちはしばらく別行動になった。ハンナはとても申し訳なさそうだった。私も平気なわけじゃないけれど、まだ何もされていないし、すぐに収まると思っていた。

　それに王子に会わないように登校時間もずらした。そのせいで一週間、王子の姿を見かけなかった。

　彼も公務で忙しく、一緒に夕食も食べられなくなっていた。

　あれから特に意地悪も忠告もされておらず、あのときはただの脅しだったのだと、警戒心を解いた。

　それから数日後、講義の休憩時間に私がレストルームから戻ると、机に出してあった教科書が黒マジックでいたずら書きをされていた。

　これにはかなりショックを受けた。これから勉強するページから文字がまるっきり見えなくなったから。

　でも、それくらいなら日本でもよくあるいじめ。私の背後からクスクスと大人げない笑い声が聞こえてきた。

　平常心で表情も変えちゃダメと、自分に言い聞かせていた。

　憂鬱な気分で講義が終わり、帰る支度をしていた。幸いなことにその講義は教科書ではなく、プリントだったので不自由なく受けられた。

　使い物にならなくなった教科書をカバンの中へしまう。

　王子さまと会っていないのにな……。会いたいな……王子さま。早く帰ろう。

　カバンを持ったそのとき、廊下がざわつき始めたのが聞こえて顔を上げた。教室の入り口にひときわ背の高い金色の髪が見えた。

　あれは……王子さま？

　クラスメイトに遮られ、姿がよく見えない。その人が何かを言ったようで、生徒たちは両脇にずれて道ができた。

　戸口に姿を見せたのはやはり王子だった。私と目が合い、優雅な足取りでこちらの方へ来る。

「リン」

「王子さま……」

　突然の出来事に唖然となりながらも立ち上がる。

　王子が私の目の前に立つと、教室内がざわめいて彼は形のいい眉を寄せる。

「来て」

　彼は私の手を掴むと教室を退室した。いつもぴったりくっついているアーレ兄弟がいない。

「ぉ、王子さま？　護衛は？　ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　王子さまっ」

　有無を言わさず上級生のエリアへ連れていかれる。

　引っ張られるままに王子の歩幅に合わせて小走りに歩いていたけれど、この状況はまずいのではないかと思った。完全に注目を浴びてしまっている。

「もうすぐ着くよ」

　頑丈そうなドアの前に立った王子はセキュリティボックスに指をあてると、カチッと鍵が開く音がした。

　王子に促され室内へ入室して唖然となる。理事長室のような豪華な部屋、ううん理事長室には一度しか入ったことがないけれど、この部屋の方がすごい……。

「なぜ時間をずらしたんだ？」

「え……」

「僕を避けているだろう？」

　不機嫌そうだった表情は私を見るとフッと緩められた。

「すまない。君に避けられていると思ったら冷静じゃなくなった……」

「王子さま……」

　実際に避けていたから何も言えない。

「すまない……僕は毎朝リンに会うのが楽しみだったんだ」

　毎朝私を見るのを楽しみにしていた……？

「あれが原因なら、僕は君に手を触れないと誓うよ」

　あれがって……キスのこと？

　私は王子を仰ぎ見る。彼は苦悩に満ちた瞳をしていた。その瞳を見た途端、胸の奥がキュンとなる。

「ち、違うんです！　あ、あれのせいじゃないです」

　私は大きく頭を左右に振る。

「ではどうして？」

「あ、あの……最近朝が起きられないんです。だからハンナに先に行ってもらって……」

　とっさに出た嘘で、こんなの信じてもらえないかも。

「体調が悪い？　そう言えば顔色が悪いように見える。院医には診せたのかい？」

　信じてもらえないと思った嘘なのに、すんなり王子は受け入れて心配している。

　王子の両手が私の両頬を包み込み、顔がこれ以上ないくらい近くなる。

「だ、大丈夫です。低血圧なだけです……」

「なら朝は無理しない方がいいな。わかった。僕が時間をずらそう」

「えっ？」

　思わぬ方向に話が進んで私は驚いた。

「で、でも王子さまは時間が決まっているって、そんなことをしたらダメです」

　そのとき、ドアが開く音がしハッとして向くと、アーレ兄弟が入ってくるところだった。

「アルフォンスさま、大学内を騒がせるのはおやめください」

「いつの間にのこのここんなところまでやってきたんだ」

　エルネストさんはムッとした表情で私に詰め寄ってくる。

　双子の弟につかつかと近づかれ、私はとっさに王子から離れた。

「エル！　彼女に失礼だぞ！」

　王子はエルネストさんの言葉に怒りを見せる。だけど私は彼のこんな言動も慣れている。

　それはいつも私を落ち込ませるけど、王子を守るためだから仕方ない。

「いいんです」

「いや、謝らせる。エル、彼女に謝るんだ」

　エルネストさんはしばらく主を見つめてから私に顔を向けた。

　ううっ……気まずいんですけど……。

「リンさま、申し訳ございませんでした」

　エルネストさんは丁寧に口にして優雅に私に頭を下げた。

「リ、リンさま!?」

「さまづけは当たり前だ。君は僕の恋人なのだから」

　え……いつ恋人同士に……？　私がおかしいのか、王子さまがおかしいのか……ううん、だって王子さま、私が気になるって言っただけだよ？

　頭の中でぐるぐると考えがめぐって、熱が出てきそうだった。

「アルフォンスさま、もうすぐ教授が来られますが？」

　この険悪なムードを断ち切るかのようにフェリクスさんが口を開く。

「もうそんな時間か。リン、これから教授と会わなければならないんだ。また連絡をするよ。エル、彼女を送ってくれ」

「い、いいんですっ」

　とっさに断ると、エルネストさんは冷ややかな笑みを浮かべて「送らせていただきます」と言った。

「王子さま、さようなら」

　挨拶をしてそそくさと帰ろうとする私の手を彼は長い指で掴んだ。そしていつものように手の甲に口づけを落とす。

「勉強もほどほどにして、身体を休めるんだよ？」

　教室に戻る間も、廊下で会う学院生の視線が痛い。ひどい言葉を投げつけるエルネストさんだけど付いてきてくれるのが心強い。

　教室には誰もいなかった。

　エルネストさんは教室には入らず廊下で待っている。

　自分が使っていた机へ歩を進め、目に飛び込んできた落書きを見て身体がぞっと震えた。机の文字は殴り書きで、辞書で調べなければわからない単語で大きく書かれている。

　内容がわからなくてよかったのかもしれない。きっとひどい言葉なのだから。

　幸いにもカバンの中身は無事だった。

　次第にひどくなる嫌がらせが悲しい。今にも涙が出てきそうだった。

　悔しくて唇を噛み、泣かないように目を瞬かせて教室を出た。

　廊下に出るとエルネストさんはじっと顔を見つめてきて、私は慌てて俯く。

「用意はできたのか？」

「はい」

　彼は歩き始めた。学舎を出て寮へ戻る小道を歩く。

　辺りに学生が見えなくなると、前を歩いていたエルネストさんは速度を落とし私の隣に並んだ。

「おい、嫌がらせされていることをアルフォンスさまに言うなよ？　あの方と付き合うにはそれくらいの覚悟がいるんだ」

　彼は知っていたんだ……。

「お前が会わないように努力しているのはわかっていたが、今日でまた嫌がらせがヒートアップするかもしれないな。それが嫌なら日本へ帰れ」

　日本へ帰れ……？

　思いがけない言葉に立ち止まり、エルネストさんをポカンと見上げた。

「何を言っているんですか？　日本に帰ることなんて考えていません。それに王子さまにどうにかしてもらおうだなんて思ってもいないですっ」

「いや、きっと帰りたくなるさ。もしくはアルフォンスさまに助けてって泣きつくかだな」

　そう言うと私を置いて歩き始める。

　本当にこの人、意地悪だ。でも……嫌がらせよりはましかも……。






　翌日、寮を出たのがわかったかのように王子の車は、私が学舎に着くとぴったり到着した。

　いつものように深くお辞儀をして王子が行ってしまうのを待っていた私の目にピカピカに磨かれた革靴が目に入る。

「リン、顔を上げて。これからは頭を下げないでくれないかな？」

　びっくりして顔を上げる。

「王子さま……」

　ふと彼の指が私の目の下にそっと触れる。

　その途端、周りの女生徒たちから悲鳴が上がる。

　その声が耳に入っているのか入っていないのか、まったく我関せずの王子は私を心配そうに見つめている。

「疲れているみたいだ。顔色が悪い。眠れなかったのかな？」

「えっ？　い、いいえ」

　周りの生徒たちの目が気になり、そっと一歩後ろに下がる。

「アルフォンスさま、どうぞ中へ」

　フェリクスさんがまだ何か話したそうな王子に声をかける。

「またね。リン、無理はしないように」

　柔らかく笑みを浮かべた王子はアーレ兄弟を従えて学舎の中へ入っていった。






　バシッ！

　昼休みに四年生の女生徒が現れ、私は人気のない庭に連れ出され、いきなり頬を平手打ちされた。

　彼女たちは数日前に警告した上級生ではなかった。目の前に五人のブルーのリボンをつけた女生徒。

　押さえつけられ何度も顔や身体を叩かれて地面に転がった。

「い……った……」

　我慢にも限界がある。

　上級生のひとりだけは私に手を出さずに笑いながら見ている。

　そのリーダー格と思われる女子が口を開く。

「まだわからない？　あなたなんてアルフォンスさまにおいそれと会える身分じゃないのよ？　少しぐらい気にかけてもらったぐらいでいい気になるんじゃないわよ！」

　他の四人は彼女をセシルさまと呼んでいる。彼女の取り巻き連中と推測する。

　威圧的な彼女たちに私は沸々と怒りがこみ上げてきて睨んだ。

「何よ！　その眼はっ！　もっとひどい目にあいたい？」

「暴力で従わせようとしても無駄です」

　バシッ！

　ひとりの女性徒が進み出て怒りにまかせて手を振り上げた。

　あまりの痛みに頬の感覚がなくなる。

「わかったわ。これがダメなら他の手段にするわ。後悔しても遅いわよ？　アルフォンスさまは二度とあなたの顔を見たくなくなるわ」

　セシルさまと呼ばれる女生徒は吐き捨てるように言うと、四人の取り巻きを連れて去っていった。

　他の手段……？　王子さまが顔を二度と見たくなくなるようなことってなに……？

　こんなことに負けないと心の中で決心していたけど、不安に駆られる発言だった。

　寮へ帰る道も不安だった。

　何が起こるんだろう……。

　ずっとあの上級生の言葉が私の脳裏を占領している。

　寮に着き部屋にいても気分が落ち着かなかった。

　トントン。

　ノックの後にハンナが滑り込むように入ってきた。

「ハンナっ！」

　ハンナとこうして会うのは何日ぶりだろう。

「リン！　どうしたの!?　その頬は！」

　私の顔を見るなり、ハンナは悲鳴にも似た声を上げて近づいた。

「そんなにひどい？」

「遠目から見てもわかるくらいに。いったい誰にやられたの？」

　部屋に備えられている洗面所から自分のハンカチを濡らしてハンナはすぐに戻ってくる。

　赤くなった頬に冷たいハンカチがあてられた。

「ありがとう」

　彼女の優しさに、涙が出てきそうになる。

　思ったよりハンナが必要だったみたい……私のことをわかってくれるハンナが……。

「こんなになるまで……ひどいわ！　どうしたらいいのっ」

　ハンナはきれいに整った眉をハの字にさせている。

「大丈夫……」

　本当は大丈夫だなんて思っていない。心の中は不安でいっぱいだ。

「アルフォンスさまに言ったら？　原因を作っているのはアルフォンスさまだし、一言言ってくれればこんなことなくなるかもしれないわ」

　私はすぐに温くなったハンカチを頬から外し、ゆっくり首を横に振る。

「ダメだよ。王子さまにそんなことさせられない。それに王子さまの目の届かない所でやられると思う」

「でもこのままじゃ生傷が絶えないわ！」

「ハンナ……」

　そのとき、窓ガラスに石が当たる音がした。ハンナがビクッと肩を跳ねさせた。

　外は夕暮れ、もうすぐ暗くなる。

「これ嫌がらせ？」

「ううん、違うと思う。嫌がらせだったら窓ガラスが割れていると思うし」

　私はすっくと立ち上がりハンナに答えながら窓に近づく。

　案の定、考えていた人物が下にいた。

「早く下りてこい」

「今日はダメです」

　こんな顔で王子に会えるわけがなく、すぐに何かあったのだと悟られてしまう。

「駆け引きする女は嫌われるぞ？」

　私の気も知らないで……。

「駆け引きなんてしていませんっ」

「早く下りてこい！　お前を連れていかないと俺が怒鳴られる」

　身体の前で腕を組んだエルネストさんが渋々言う。

　王子さまが怒鳴る？　声を荒げているところなんて想像つかないんですけど……。

「……少し待っていてください」

　窓から顔を引っ込めると、後ろにいたハンナに困った顔を向ける。

「どうしよう……こんな顔じゃ――」

「メイクしてあげる。ちょっと待ってて！」

　ハンナは自分の部屋にメイク道具を取りにいった。






　今日の王子は建物の外で待っていた。外灯が彼の髪をさらにキラキラと輝かせている。

「リン、来てくれないのかと思ったよ」

　引き寄せられて抱きしめられる。

「お、王子さまっ！」

　エルネストさん以外、誰も見ていないと思うけど気になる。私はすぐに彼から身体を離す。

　王子は私の手を引いて部屋の中へと導くと、いつものようにソファに座らせる。

　明るい室内に自分の顔が気になる。

　メイクしているし、頬の赤みはわからないよね？

　もともとこのリビングのライトはオレンジがかっていて昼白色より明るくない。

　そう思うものの、隣に座った王子はじっと私を見つめていて、頬が赤いことに気づいたのではないだろうかと考える。

「今日は化粧しているんだね？」

　よかった……メイクで頬の赤みはわからないみたいだ。

「ぉ、王子さま、今日の予定はなかったんですか？」

「ああ。予定が急に空いたのでね。少しでもリンに会いたいと呼んだんだ。迷惑だったかな？」

「い、いいえっ」

　不意打ちは驚いたけれど私も会いたかった。

　少ししてアーレ兄弟が夕食を運んできた。

　食べ始めるが、目の前に座った王子は考え事をしているみたいで手が止まっている。

　そして……。

「リン、勉強は楽しい？」

　考え事をしていると思ったら、そんなことを聞かれて柔らかいフィレステーキが喉に詰まりそうだった。

「……は、はいっ、楽しいです」

「友達もたくさんいる？」

「はい。いったいどうしたんですか？」

「君が楽しく学校生活を送ってくれないと心配なんだ。何かあったら遠慮なく言ってほしい」

　嫌がらせされていること、ばれた……？

「リン？」

「はい。大丈夫ですけど、何かあったら言いますね」

　私は感情を押し殺して無理ににっこり笑った。笑うと頬と嘘を吐いた心が痛かった。






　今日の宿舎への帰りは王子が一緒だった。十月に入り、夜はかなり冷える。アーレ兄弟のひとりが後ろから付いてくるけれど、王子が隣にいると心強く感じる。

　薄暗い小道を歩く足取りはゆっくりだ。

　先日の約束通り、彼は手にさえも触れてこようとしない。

　ちょっと物足りないかもなんて思う私はいつの間にか心から王子が好きになっていたんだと改めて認識する。

　もっと一緒にいたいな……。

　私の気持ちがわかったのか、寮へ着く少し前、外灯の灯りが届かない場所で突然王子が立ち止まった。

「リン」

　見上げた私の唇に王子の顔が下りてきた。唇にそっと触れるだけの優しいキスだった。

「ごめん、今日はキスしないでいようと思ったけれど無理だった」

　私を気遣う優しい王子に胸がつかえて俯くと、首を小さく横に振った。

「気を悪くした？」

「そんなことないです」

　泣かないように深く息を吸って顔を上げる。

　笑顔を向けると王子もきれいな笑顔を見せてくれた。
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四、新しい生活












　翌朝、鏡を見て困った。叩かれて赤かった頬が、今は薄い紫色に変わっている。

「これじゃいかにも叩かれましたって……」

　メイクして授業を受けるわけにはいかないから困る。それと同時に学舎へ行くのが怖くなっている。

　部屋にずっといるわけにもいかないけど、今日は休もうかな……。

　楽天的な私でもこの状態はサラッと受け流せない。

　ドレッサーを離れベッドに戻ると、ゴロッと身を横たえた。






　古木のドアをドンドン叩かれる音で目が覚めた。ぐっすり眠っていた私はハッとなってガバッと身体を起こす。

　いつの間にか外は薄暗くなっていていた。

　ドンドンドン！　ドンドンドン！

「マドモアゼル　オリハラ？　マドモアゼル　オリハラ!?」

　ドアの向こうから必死に私の名を呼ぶ誰か。私を「マドモアゼル　オリハラ」と呼ぶのは先生か寮長くらい。

　そうだ。連絡するのを忘れていた……。

「今、開けます……」

　寝すぎて気だるい身体を起こし床に足をつけて「はぁ～」と吐息を漏らしてドアへ向かった。

　ロックを解除し、ドアを開けるとお茶会で会ったエヴァさんが立っていた。

「リンさま、よかった。いらしたんですね」

　私を見たエヴァさんはホッとした顔になる。

　貴族のお嬢さまが私に敬語……？

「あ……の……どうして……？」

「今日休まれたと聞きアルフォンスさまがご心配なさっておられます」

「え……」

　どうしてエヴァさんがそれを言いにきたのかわからず困惑する。

「私はアルフォンスさまからリンさまのお付きを命じられました」

　以前お茶会で会ったときは上から目線だったのに？

「アデル寮のエヴァさんが私のお付きって……？」

　起きたばかりの頭で彼女の言葉が理解できない。

　カツン。

　そのとき、窓ガラスに小石が当たる音がした。

　エルネストさんかな……。

「これは？」

　なんなのかわからないエヴァさんは、怪訝そうに音のした窓ガラスの方へ視線を向けてから私を見る。

「ちょっと待っててください。きっとエルネストさんです」

　王子に指示を受けてここに来ているのなら、エルネストさんの名前を言ってもかまわないだろう。

　再び窓ガラスに小石がコツンと当たる。

　なかなか出てこないから、イライラし怒っているだろうなと思いながら窓に近づいた。

　窓を開けようとしたそのとき――。

「アーレさまは先ほどアデル寮に……リンさまっ！」

　エヴァさんの声で窓を向いていた私は彼女の方へ振り返った。その刹那、窓ガラスがガシャーンと大きな音を響かせたと同時に割れた破片が私の背後をめがけて飛んできた。

「リンさまっ！」

　背を向けた私の後頭部に拳より大きな石がかすめて床に転がった。後頭部と背中に痛みを感じて身体がふらつく。

「リンさま！　こちらへっ！」

　すぐにエヴァさんが駆けつけ、私を抱えるようにしてガラスが散らばっていないドアの方へ移動させる。

　これはエルネストさんじゃない。

　自分に起こったことがはっきりわかると、身体中がガクガクと震え始めた。

「お怪我は!?　すぐに院医に診せましょう」

　私の身体に降りかかるガラスの破片を慎重に払ったエヴァさんはスマホをポケットから出してどこかへかけた。

「すぐに車がきま――」

　私の顔を見てエヴァさんが小さく息を呑む。

「頭から血が！」

　エヴァさんはクローゼットの引き出しからタオルを探し当て、ガタガタ震える私の頭にあてる。

「歩けますか？」

　どこがズキズキと痛むのかわからない。どこもかしこも痛む。何よりも心にガラスが刺さったみたいに痛い。

　それからのことを私はほとんど覚えていなかった。寮を出ると車に乗せられて……私はそこで意識を手放した。






「リン！　リン！」

　いつもの柔らかい口調とは違う王子さまの声が……。

「アルフォンスさま、無理に起こされない方が」

　フェリクスさんの声も……。

「バルテル！　傷は残らないだろうな？」

「幸い深い傷ではありませんでしたので、頭の傷もすでに血は止まっております」

　知らない男性の声が聞こえて、王子に説明しているようだ。

「エル！　フェル！　絶対に犯人を見つけるんだ！」

　王子さまが怒っている……私のため……？

　だんだんと意識がはっきりしてきて重たい瞼を開けた。

「リン！」

「王子さま……」

　うつ伏せで寝ている私は王子の方に顔を向けていた。

「私……」

　身体を起こそうとすると背中と肩に痛みが走った。

「っ……」

　その痛みに息を吸い込む。

　起き上がろうとする私に彼は手を貸してくれる。

「まだ横になっていた方が……何があったか覚えている？」

「……起きたいんです……何があったか……窓ガラスが割れて……」

　エヴァさんが呼んでくれなかったら、割れたガラスが顔に直撃していた。そう考えるとぞくりと背筋に冷たいものが走る。

　震えてくる手を膝の上でギュッと握っていると手が重ねられた。

「こんな目にあわせてしまい、本当にすまない。もっと早くに対処するべきだった」

　後悔の色を瞳に浮かべた王子に首を横に振る。

「アルフォンスさま、リンさまはお疲れのようです。お茶を飲んだらゆっくり眠っていただきましょう」

　フェリクスさんがティーセットをテーブルの上に置き、ふたつのカップに紅茶を注ぐ。

　あの部屋に戻って眠るのかと思うと、恐怖心で震え始める。私の不安を読み取った王子はそっと頬にかかる髪を払い小さく微笑む。

「君はここで眠るんだよ。僕の部屋の隣にある客室だから安心して。後で食事を運ばせる」

　王子はショックを受けている私を安心させてくれた。

　目の前にソーサーごとカップが差し出された。

　フェリクスさんから両手で受け取ると、震える手のせいでソーサーごとカップが大きくぐらつく。

　横からさっと王子にソーサーとカップを取り上げられる。

「やけどをしてしまうよ。フェル、ミネラルウォーターを持ってきてくれ。……横になろうか」

　水を飲んだ後、王子は手を添えてくれてベッドに横たわらせた。

　心細くて怖いのに泣けない。

「痛かったらこの電話の一番を押すんだ。すぐに駆けつけるから」

　ベッドサイドにある電話を示し教えてくれる。

「……はい」

　私の返事を聞くと王子はフェリクスさんに追い立てられるようにして部屋から出ていった。

　豪華な部屋に信じられないくらい寝心地のいいベッド、隣の部屋には王子がいる。

　それなのに……怖くて仕方なかった。

　どうしてこんな目にあわなければいけないの？

　思い出すだけで身体が震える。散ったガラスが目に直撃して失明していたかもしれないのだ。

　幸いなことに大事には至らなかったが、身体よりも胸の痛みが苦しくて、涙が零れ落ちた。

　日本に帰りたい……。

　枕に顔を押しつけてこみ上げる嗚咽を堪える。

　そして私は泣きながら眠りに落ちたが、引き込まれるとすぐに目を覚ます。その繰り返しの一夜だった。

　眠っているときに運んでくれたサンドイッチも喉に通らず、一口でやめていた。食べなければ王子が心配してしまうと思いながらも無理だった。

　朝になってドアをノックして姿を見せたのは、制服を着たエヴァさんで手にトレイを持っている。

「眠れましたか？」

　ベッドに近づき、サイドテーブルにトレイを置いて私をじっと見る。

「……はい」

「お腹がお空きでしょう？　焼きたてのパンとカフェオレ、新鮮な果物とデザートをお召し上がりください」

　焼きたての香ばしいパンの匂いだ。だけど、食欲がわかない。

　サンドイッチが食べられなかったせいなのか、精神的なダメージなのか、胃がキリキリ痛む原因がどちらなのかわからない。

　上体を起こした私にスッとお手拭きが差し出される。貴族のお嬢さまがどうしてこんなことをしてくれるのか聞き損ねていた。

　戸惑いながらお手拭きを受け取る私にエヴァさんが続ける。

「午前中に院医が怪我の具合を診にきますから。今日は授業をお休みくださいね」

　授業をお休みください……なんて魅力的な言葉なんだろう……今の私に学舎へ行く勇気はないから。

　トレイに目を落とすと、朝食に似つかわしくないデザートに小首を傾げる。

「ケーキ……？」

　朝食に生クリームとフルーツがたっぷりのケーキはおかしい。

「アルフォンスさまがパティシエに頼まれたケーキです。リンさまがお好きだからと」

　王子さま……。もう優しくしないでほしい。日本に帰る決心がつかなくなる。

　ふと涙腺が緩んでしまい、泣かないように下唇を噛むと他の料理より先にケーキにフォークを入れる。

　上品な甘さで美味しいケーキだったけれど、半分くらい食べると食べられなくなった。

「それだけですか？」

　私を気遣うエヴァさんに申し訳なくなる。

「ごめんなさい。せっかく運んでいただいたのに……うっ！」

　突然こみ上げた吐き気に手で口元を押さえる。

「こちらへ！」

　エヴァさんに支えられながら洗面所へ向かった私は食べたケーキを全部吐き出した。

　ようやく気持ち悪さが去り、全身が脱力してぐったりとその場に座り込む。

「リンさま」

　温かいタオルがそっと顔にあてられた。

「ベッドに戻りましょう」

　支えられて部屋に戻りぐったりベッドに腰を下ろす。

「まだ吐き気はありますか？」

　水を飲み、一息ついて首を左右に振る。

「ただいま院医を呼びますから横になっていてください。すぐに戻ります」

　私を横にさせると、彼女は部屋を足早に出ていった。






　脱水症状がみられるとのことで点滴などの処置を終えた院医と入れ替わりに王子が血相を変え私のもとへやってくる。

「王子さま……」

　学舎へ行っている時間なのに戻ってきたの……？

　起き上がろうとする私に、王子は唇を引き締め、首を横に振る。

「横になっていなくてはダメだよ。吐いたと聞いたが、今の気分は？」

「吐き気は治まりました」

「よかった」

　安堵したように柔らかい笑みを浮かべた王子は私の頭の傷に触れないように髪を撫でてくれる。

「……王子さま、授業は？　戻ってきたんですよね？」

「リンが心配で集中できないし、このことは僕の責任だ。リンはゆっくりして体調と傷を治すことに専念して」

「……責任を感じる必要はないです」

「いや。ある。必ず犯人を見つけると誓う。もうあの寮には帰らせないから。荷物は今日中にここに運び込まれる」

「えっ……？」

「ひとりで頑張る必要はないんだよ？　僕のそばで……いつも目の届くところにいてほしい」

　王子は腰を屈めて、私の額にキスをひとつ落とす。

　いつも目の届くところにいてほしい……？

「そんなの無理ですっ」

　彼のそばにはいられない。今回のことが身に染みて、日本に帰ろうと考えている。

「どうして無理なのかな？」

「……身分が違うからです」

　ちゃんと気持ちを話さなければと、身体を起こそうとする私は止められる。

「まだ横になっていた方が――」

　首を横に振って身体を起こしたとき、点滴の針が引っ張られてテープと一緒に抜けた。

「ぁ……」

　王子は点滴の針を持ち上げて点滴スタンドにかける。

「バルテルを呼ぶよ。横になっているんだ」

　私は大きく首を横に振った。

「お話があるんです」

「話ならもう少し体調がよくなってからにしよう」

「今が……いいんです……」

　私のいつもと違う様子に王子は小さなため息を吐くと、ジャケットを脱いで肩に羽織らせてくれる。

　ふんわりと漂う王子のフレグランスの香りに、まだ何も話してもいないのに涙が出てきそうになる。

　ベッドの端に座った王子は私が話し出すのを待っている。

　大きく深呼吸をすると言う決心がついた。

「私……日本へ帰ります」

　彼の涼やかなサファイアのような目が大きく見開く。

「日本へ……帰る……？」

「ここで生活する自信がなくなったんです……」

「リン……もう二度とこんなことは起こらない……君は僕から離れたい？」

【君は僕から離れたい？】

　その言葉は私を大きく動揺させた。一番言ってほしくない言葉だったから。

「離れたい」のではなく「離れなきゃいけない」そんな風に考えていたけれど……。

「リン？　はっきり言ってくれ。僕と一緒にいることが嫌なのか？　……苦痛を感じる？」

　つらそうな顔になる彼を直視できなくて俯く。

「リン……」

　王子の手が伸びて私の手を包み込む。

「正直に言うんだ。本当に日本に帰りたい？　心からそう思っているのなら僕に止める権利はない……」

　本当に思っていると言ったら……王子さまはこの手を離してしまうの……？

　手を包み込む彼の手を食い入るように見つめていた。見つめているとそれがぼやけてくる。

　王子の繊細な手の甲に涙が一粒落ちた。

「リン？」

　そして一粒が二粒、二粒が三粒と王子の手の甲を濡らしていく。

　彼はそっと手を外すと、優しく片手を私の後頭部にあて、もう片方の手を背に置いて静かに引き寄せた。

　皺のない真っ白なシャツに涙で染みができていく。

「リン、君が必要なんだ。僕が嫌ならば身体を預けてくれるはずがないよね？」

　ハッとして私は身体を離そうとすると、彼の抱きしめる腕に力が入る。

「王子さまには……もっとふさわしい人が……」

「もっとふさわしい人って？　君の代わりは誰にもできない。愛しいと思える子は君だけだから。僕が君を守る」

　愛しいと思える子は私だけ……。

　それは嬉しい告白だった……けれど、私たちに未来はない……でも……その日が来るまで……そばにいたいと強く思った。

　王子さまが私を守ってくれる。

　その日が来たら日本に帰ればいい……強くなろう。

　私は王子の胸に手を置いて顔を上げた。美しい海のような深いブルーの瞳とぶつかる。

　優しく見守っていてくれる瞳に、私の心は高鳴り温かくなっていく。

「王子さま……」

「リン、君が大好きなんだ」

　そっと額に落とされる口づけ。

「……私も……あなたと一緒にいたい」

「リン！」

　彼は私をギュッと抱きしめてから顎に手をかける。

「愛しているよ。リン」

　胸がキュンと音を立ててしまうくらいに優しい声。見つめ合ったのち、ふんわりと王子の唇が私の唇に重なる。

　高鳴った胸は王子のキスで暴れ出した。

　静かなキス、触れるだけなのに誓いのキスのように感じられた。






　目を閉じていると、エヴァさんが入ってきたのがわかった。神経が過敏になっているせいなのか、寝ていても物音に反応して目が覚めてしまった。

　目を閉じて眠ろうと努力してみたけれど、眠りはやってこない。

　どのくらい経ったのか私は起き上がった。

　ドア付近に置かれたソファで本を読んでいたエヴァさんが近づいてくる。

「リンさま、まだ吐き気がありますか？」

　またリンさまって……。

「いいえ。あ、あの、エヴァさん。どうして私のことをさま付けするんですか？　私は貴族じゃないし下級生なのに……」

「リンさまはアルフォンスさまの恋人ですから。陰ではわかりませんが、今後、表向きには生徒すべてがリンさまとお呼びするでしょう。教師もそうです」

「ぁ……で、でも……」

　さま付けされるのは……。

「アルフォンスさまの恋人なのですから当然のことです。リンさまがそう呼ばれるのが嫌でもアルフォンスさまとお付き合いなされば敬意を表さなくてはなりません」

　淡々とした話し方からエヴァさんも仕方なく……といった感じを受ける。

「……点滴はあと一時間ほどかかりますが、野菜スープをお召し上がりになりますか？」

「い、いいえ……寝ます」

　もう一度軽い羽布団の中にもぐりこんだ。

　弱い私じゃダメなんだ。王子さまと一緒にいるには強くならなきゃ……。






　結局、眠れずにお昼過ぎに王子が静かに入ってきて額にキスするまで目を閉じていた。

「王子さま……」

　目を開けると、温かく優しい瞳を向けられる。

「お姫さまは王子のキスで目覚めるって本当なんだね」

　キザなセリフも似合いすぎている。こんな状況じゃなかったらふき出していたかもしれない。

　目の前にいるのは本物の王子さまだけど、私はお姫さまじゃない。

　また自分を卑下してしまう。彼は見れば見るほど整った美貌。

　ぁ……サラサラの髪が目に入りそう……。

　思わず手で払ってあげたくなる。

「リン？　まだ気分が悪い？」

「えっ？」

　楽しそうな表情がフッと心配そうな表情に変わる。

「顔色はまだ戻っていないし、ぼんやりしている」

「もう大丈夫です。あの……犯人はわかりましたか？」

　一瞬、王子の表情が困ったように変わる。

「……いや。まだ見つかっていないんだ」

　なにか隠しているように思えてしまった。

「本当に？」

「ああ。わかったらちゃんと教えるよ。リンが被害者なのだから」

　身体を起こそうとすると、すかさず王子は手を貸す。

「点滴、終わっているね。院医を呼ぼう。リン、食欲はあるかな？」

「はい」

　そこへエヴァさんがトレイを持って入ってきた。

「そこへ置いて、君は休んできていいよ」

　エヴァさんは言われた通りトレイをサイドテーブルの上に置いて出ていった。

「はい、口を開けて」

　王子はスプーンにスープをすくい、私の口に運ぶ。

「じ、自分でできますっ」

「早く口を開けて」

　有無を言わさない口調で、私は仕方なく口を開けた。温かく、優しい味が喉を通って胃の中に入っていく。

「いい子だ。もう一口」

　スープの中にパンが入っていて口の中で溶けるほどに柔らかくなっている。

　王子は飽きることなく最後まで私にスープを食べさせてくれた。

「ちゃんと食べられたね。吐き気はないかい？　傷は痛む？」

「もう大丈夫です」

　点滴のおかげか吐き気もなくなったし、背中の傷は服のおかげで浅く、もう痛みはほとんどない。

　頭に負った傷が少し痛むだけ。

「よかった」

　嬉しそうな微笑みに私までつられて笑顔になる。

　そのとき、彼の腕が傷に触らないようふわりと私の身体に回って抱きしめられた。

「笑顔になってくれてよかった。僕とのこと後悔しているんじゃないかと思っていたんだ」

「後悔なんてしてないです。そばにいたいから……」

「本当に君は可愛い」

　血色の戻った唇に少しひんやりした唇がそっと重なった。

　トントン。

　突然のドアをノックする音に驚いて身体をぎくりと硬直させた。

「リン、そんなに驚いた？」

「ぁ……はい……」

　王子は私の頭に軽く触れるとドアへ向かった。彼越しにアーレ兄弟が見える。

　一言、二言、話をした王子はドアを大きく開けると私の所へ戻ってきた。

「リンの荷物が到着したよ。今から運んでくる」

　そうだ……ここが私の部屋になる……。

　今までいた寮とは雲泥の差。広さはもとより豪華さも。今までいた寮の方が私にぴったりで、この部屋はなじめそうにない。

「インテリアはリンの好きなようにしていいんだよ？　どうしたいのか言ってくれれば改装させるから」

「そんなっ、このままでも素敵すぎるくらいなんですよ？」

　甘すぎる王子に向かって大きく首を横に振る。

「リン？　落ち着けない部屋だったら意味がない。君のくつろげる空間にしてほしい。ああ、この部屋には机がないね」

　彼は部屋をぐるっと見回している。なにを買おうか考えている様子に、慌てて口を開く。

「大丈夫ですっ、あんなに大きなテーブルがありますから。私の私物が運ばれたら落ち着くと思います。住んでいて変えたいと思ったら言いますから……それでいいですか？」

　王子の言うままに頷いていたら、なんでも買って運び込まれてしまいそうだ。

「では、足りないものはおいおい揃えるようにしよう」

　しばらくして私の荷物が運び込まれた部屋をぐるっと見回す。

　ほとんどがクローゼットや引き出しの中に納められて、表に出ているのは白に金の縁取りが美しいアンティークな三段の引き出しの上に乗った教科書と辞書。

「なんかあそこだけ浮いているみたい」

　似合わなくて思わず独り言が出た。

　荷物が運び込まれると王子は用事でいなくなったから、今はこの部屋に私ひとり。

　本当に私やっていけるの……？

　王子とあまりの違いにひとりになるとネガティブになる自分が現れる。

　こんなことじゃダメだよね。決めたんだから……もう考えないようにしよう。

　アンティークな引き出しの上に並べられた教科書の中の一冊、フランス語の辞書を手にしてみる。

　その辞書は去年こっちに来たときにハンナからプレゼントされたもので、一年しか経っていないというのに使いすぎて、すでに年季の入った辞書に見える。

　……ハンナ、心配しているだろうな。それにこんなことになっちゃって驚いているよね。そうだ！　ここに遊びにきてもらえばフェリクスさんに会う機会も増える。

　うん。いいこと思いついちゃった。

　その夜、王子は私の部屋となったここで一緒に夕食を食べた。

　目の前に座っている彼はいつものように素敵だけれど、どこか疲れているように見える。

　そこへ、アーレ兄弟がワゴンを押しながら入ってきた。

　無言でお料理を並べられるとなんとなく気まずい。

　アーレ兄弟……特にエルネストさんは私がここに住むのを絶対によく思っていないと思うから。

「あっ……」

　目の前に置かれた真っ白なお粥に目が丸くなる。数種類の小皿に盛られた大好きなものに顔がほころぶ。

　梅干し、きゅうりやニンジンのお漬物、これは……塩こぶだ。

「驚いた？」

「す……っごく驚きました。どうして……？」

　王子を見ると私が驚いている姿に、満足げに微笑みを浮かべながら見ている。

「観光が資源の国だからね。これくらいの材料ならすぐに手に入るよ。日本では病気になるとこういう料理を食べるって聞いたけど、食欲は出てきた？」

「はいっ！　食欲が出てきました！」

　彼の配慮が嬉しくて、本当は抱きつきたいくらい。

「元気が出てきたようで嬉しいよ。君に喜んでもらえるのならなんでもしたくなる」

　彼の甘い言葉にだんだん免疫ができてきたみたいで、動揺することなくにっこり笑みを向けた。

「王子さまもお粥で大丈夫ですか？」

　同じものが彼の前にも並べられている。お粥は健康で若い人には物足りないかもしれない。

「大丈夫。お粥はまだたっぷりあるし、美味しそうだ」

　本当に王子さまは優しい……。

　私はドンドン彼に惹かれていく。

　お茶碗代わりにシリアルボウルで代用されたお粥をきれいに食べられた。しっかり食べられた私に王子は満足しているようだ。

　彼はさすがに一膳だけでは足りないようで、もう二回おかわりをした。口にあったようで嬉しい。ただ、梅干しだけは苦手で、一口食べて顔をすっぱそうに崩すのを見て笑ってしまった。

　梅干しは大好きだから、王子の分をもらって食べると「よくそんなにすっぱいものが食べられるね？」と感心された。

　楽しく、ほんわかした夕食。

　ふとハンナを思い出した。彼女と一緒に食べた食事がずっと前のようで寂しくなった。

「リン？　どうした？　君はすぐに顔に出るからわかりやすい」

　そうなのかな……違うよ。王子さまが鋭いんだと思うんだけど……。

「今までハンナと食べていたんです。数週間、一緒に食べていなかったから思い出して……」

　そのとき、私は王子の顔が一瞬こわばったのがわかった。だけどすぐにいつもの表情に戻る。

「王子さま？」

「彼女からリンを奪ってしまったね」

「奪うって、そんなんじゃないです……」

「彼女には悪いけれど、僕は君がここにいてくれることが嬉しい。君と出逢う前まではひとりの食事が多かったから。ねえ、リン。僕のことをこれからはアルと呼んで。敬語も使わないこと。そうでないと君との距離が遠く感じるんだ。本当に君は僕の恋人なのだろうかと」

　王族である彼の内面の寂しさを見てしまった感覚だ。

「私との距離……」

　今さら名前を呼ぶのはかなりの努力が必要そうだけど、そういう風に思われているなんて思わなかった。

「努力……します」

「本当かい？　約束だよ？　リン」

　王子は立ち上がると私の所へやってくる。顎にそっと長い指が触れて上を向かされると、額にそっとキスを落とされる。

　キスに動揺していると、身体がふんわり持ち上げられた。突然のお姫さま抱っこに慌てる。

「う、うわぁ、下ろしてっ。私重いからっ！」

　バランスが取れなくて彼の首に手を回した。

「重くないよ。ずっとこのままでも疲れない」

「王子さまっ！」

「アルだよ？　アルフォンスでもいい。言ってくれるまで下ろすのをやめようかな」

　口元に笑みを浮かべ、楽しそうな王子だ。

「ぅ……ダメです……」

「では、名前を呼んで？」

「……ァ、ァ……アル……」

　上ずった声になっちゃった！

　王子が、もといアルが楽しそうに笑う。

「リン、上出来だよ。今だけじゃなくこれからずっとだからね？」

　そう言いながら近くのソファに下ろされる。下ろされたけど……私はアルの膝の上に座らされていた。

「王子さま」

　とっさに出た言葉にアルが顔を顰める。

「アルだよ？　リン」

　青い瞳の中に私が見える暗い顔が近い。慌てて距離を置こうとしたら、アルの顔がさらに近づいて……唇が重なった。

「今までのキスはほんの挨拶程度だよ。以前君に拒まれたから僕は憶病になった。リンの唇をもっと味わいたい。いい？」

「っ！　言わないでっ！」

　急いで手でアルの口を塞ぐ。

「そんなこと聞いてからなんて変だよ」

　戸惑う私の手を口元からそっと外すと、その手にアルがキスをする。彼の仕草にあっけに取られている私に端整な顔を緩ませ楽しそうな笑みが浮かぶ。

「そうかもしれない。それだけ君を大事にしたいんだ」

「恥ずかしすぎて……も、いや」

　きっと顔が真っ赤になっているに違いない。

　顔を見られるのが恥ずかしくてそっぽを向く。すると顎に指が置かれ彼の方に戻され、彼の唇が再び私の唇に重なる。

　巧みなキスに唇が少し開くと、アルの舌が唇を割って入り込んできた。

「……ん…っ…」

　舌を絡め取られ吸われると身体の芯に甘い感覚が走り私の口から声が漏れる。

「ァル……っ……私……なんだか……」

　大きく息を吐くと、アルのフレグランスの香りが漂い思考回路が働かない。

「嫌だった？」

「……っ…嫌じゃ…ない……」

「ふふ……可愛い」

　もう一度アルが顔を寄せたとき、どこかで電話の鳴る音がした。

　テーブルに置いたアルのスマホが鳴っているみたい。

　アルにも聞こえたはずなのに再び唇が重なる。

「ァ、アルっ」

　アルの胸に手を置いて離れようとすると、グッと引き寄せられた。

「アルっ！」

「放っておけばいい」

　再び唇がポカンと開けた私の口を塞ぐ。

　まだ鳴りやまない機械音。

「ん…ぁ…っ……」

　深いキスに翻弄されかけたとき、機械音は止まり少ししてドアを叩く音が大きく部屋に響いた。

「きゃっ！」

　大きなノックの音に驚いてアルの膝から飛び下りた。

　アルは深いため息を吐くと立ち上がってドアへ向かう。

「お邪魔でしたか？」

「わかっていて邪魔をするな」

　不機嫌そうにアルはフェリクスさんにサラリと嫌味を口にする。

「父君からリンさまの件でお電話がありました。すぐに折り返し電話をしてほしいと賜ったので」

「フェル！」

　アルが声を荒げる。

　聞こえてしまったフェリクスさんの言葉に私の心臓が跳ね上がる。

　国王さまは私のことを知っているの？

「必ずおかけください」

　フェリクスさんは一礼すると立ち去った。

　ドアを閉めるとテーブルの上に置かれたスマホを手にして戻ってくる。

「すまない。用事ができた」

「アル……私……」

「父上は僕たちのことを知っている。僕も隠したくないからね」

　困惑する私にアルは力強く言う。

「エヴァを来させようか？　寝支度に困るだろう？」

「ううん、大丈夫」

「わかった。おやすみ」

　私の心配をよそにアルは笑うと、頬に軽くキスをして出ていった。

















五、移り変わり












　豪華なバスタブに浸かるものの、ゆっくりできずにさっと出てきた。豪華すぎて落ち着かないのだ。

　アルのお父さま……クレーメンスの国王に私のことが耳に入っているとは夢にも思わなかった。

　目を閉じたまま寝返りを打つ。何度寝返りを打ったことだろうか。

　いつまで経っても眠りはやってこない。

　ライトはほのかな温かみのあるオレンジ色で、眠りを妨げるはずがなさそうなのに眠れなかった。

　目を閉じて眠ろうと努力を試みるけれど、ガラスの割れる音が聞こえてしまう。

　私を傷つけたガラス……。

　神経が休まらないままウトウトしていると、ガシャーンとガラスが割れた音が耳に痛いくらいの音量で聞こえた。

　ハッとしてベッドの上に起き上がり部屋の中を見回す。

　部屋の中は私がシーツを掴む衣擦れの音しかしないし、何も変わっていない。

「空耳……？」

　部屋の窓を包むのはジャガード織りの重厚なエンジ色のカーテンで、外から割れたとしても重厚なカーテンが音や破片を遮ってくれそうだ。

　それにアルの住居と知って故意に窓ガラスを割る人なんていないはず。

　いるとすれば、映画の見すぎだけどスパイか暗殺者。

　アルの近くで守られていて安心してよいはずなのに、不安が広がっていく私だった。






　とうとう眠れなかった……。

　時計と一晩中にらめっこ。今の時刻は早朝の五時過ぎ。

　まだアデル寮の生徒たちは眠っているだろう。起きているのはシェフくらいなものかもしれない。

　寝ることをあきらめて顔を洗いにいった。

「リン」

　顔を拭いていると今度はアルの声の空耳だ、なんて思った。

「リン、こんな早くにどうしたんだい？」

　ふいに私の両肩に温かい感触が。

「ぁ……」

　タオルから目を覗かせると、面前にアルが立っていた。

「ァル、おはよう……ございます」

　空耳じゃなかったんだ……。どうしてこんな早い時間にいるの？

　朝早い時間なのにアルは身支度を済ませていた。顔にあてていたタオルをそっと外したアルは私の顔をじっと見つめる。

　朝早いのは具合が悪いせいなのか、まるで見極めているみたいに。

「まだ早いのにどうして起きているんだ？　もう少し寝た方がいい。体調が整っていないのならば授業を受けなくてもいいんだよ」

「アル……」

「ほら、横になって」

　私の身体をベッドに横にさせると、驚くことにアルが隣に横たわった。

「アル!?」

　目をさらに大きくしアルを注視する私の頭を、彼は胸元へ引き寄せた。

「その大きな目を閉じて」

　アルの唇が瞼に近づき、反射的に目を閉じた。

　今、私はアルの腕に抱かれている。

　よく考えればすごく恥ずかしいことなんだけど、寝不足気味の頭はすんなり受け入れていた。優しく髪を撫でられているうちに眠りに誘われる。

　アルの腕の中は暖かくて安心できる場所だった。彼のぬくもりが去って目を覚ました。

　たぶん、眠っていた時間は十分くらいで、すごく眠いのに眠れない。

　そんな自分に苛立ち乱暴に身体を起こした。






　黒髪の貴公子……フェリクスさんがそう呼ばれるのはわかる。ほとんど表情に出さないけれど気品ある所作、話し方、すべてにおいて完璧な人。

　エルネストさんは同じ容姿だけれど性格が悪いから黒髪の悪魔。

　ふたりは私の中でそう位置づけられている。

　アルは……優しくて信じられないくらいの容姿で……女の子が夢見る王子さまそのもの。

「――さま？　リンさま？」

「えっ？　あ、は、はいっ！」

　あっ！　フェリクスさんが課題を見てくれているんだった……。

　フェリクスさんが目の前にいるのに、うっかり考え事に浸ってしまった。

「リンさま。集中力がないようなので少し休みますか？」

　柔らかい口調だけれど、珍しく嫌味が込められているのを感じた。私の集中力のなさのせいだろう。

「いいえ！　続けてください！」

　この大学に残るからには勉強をしっかりやらなければならない。

　みんなが一日休むのは問題ないけれど、語学的に不利な私は一日休んだだけで大変な勉強量をこなさなくてはならない。

　フェリクスさんの教え方は先生よりわかりやすくて、休んだ分をすぐに取り戻せそう。

　でも、彼自身の勉強をできなくさせてしまって申し訳なく思う。

「あの……」

「なんでしょうか？」

　テキスト本から顔を上げて、アルとは違う緑色の瞳が私を見る。

「フェリクスさんのお勉強ができなくてごめんなさい」

　私の言葉にフェリクスさんはフッと顔を和ませる。

「そのようなことを気になさる必要はありません。アルフォンスさまも私たちも学院生ですが、現在は大学院生です。さあ、昼食までテキストを五ページほど解いてしまいましょう」

　目の前にいつもより難しい問題を置かれて、心の中でため息を吐いた。

　昼食もフェリクスさんと一緒だった。

　シェフが作ってくれた料理は、胃に負担がかからないように細かい野菜がたっぷり入ったリゾットと白身のお魚のグリル。

　食材、味付けともに寮の食事とは比べ物にならないほどで、きれいに食べ終えた。

「では一時間ほどお休みください。それから始めましょう」

　そう言われて、休み時間があってよかったと安堵しながら自分の部屋に戻った。

　フェリクスさんがいるときは始終緊張して勉強に置いていかれないように集中していたため頭痛すら感じなかったが、ひとりになると目の奥に鈍痛を感じた。

　昨日からほとんど眠っていないから無理もない。

　その後も頭痛を覚えながらもフェリクスさんの授業を受け、ティータイムの時間になると、ホッと安堵した。

　今日のおやつはアールグレイの上品な香りの焼き菓子と最高級の茶葉で入れた紅茶。

　そこへドアが開いてアルが颯爽と入ってきた。彼の後ろから双子の弟、エルネストさんも。

「お帰りなさい」

　アルの姿を見て立ち上がる。

「ただいま。フェルにいじめられていなかっただろうね？」

　アルは冗談交じりに言いながら、まっすぐ私の所へ来て両頬にキスを落とす。

　ふたりがいるのに……。

「お茶の途中だろう？　飲んで。冷めるよ」

　言われて紅茶を一口飲む。

「美味しそうな焼き菓子があるね。紅茶と一緒に食べると美味しいよ。それとも食べさせてあげようか？」

　アルの言葉に私は口に入れた紅茶をふき出しそうになって手を口にやる。

　ふき出さないでよかった……って思ったら、目の前のエルネストさんがすごい勢いで咳き込み始めた。

　そんな姿は初めてで、咳き込んでいる姿を見ると、なんだかエルネストさんに親しみが湧くてしまう。

「ゴホッ！　ゴホ！　はぁ～アル。今までそんな甘い言葉をあなたから聞いたことがない。院医を呼んできましょうか？　なにか悪い薬にでもやられたのでは？」

　ようやく咳が止まったエルネストさんは呆れている。

「リンがそばにいると自然と僕は甘くなるんだ」

「ゴホッ！　ゴホッツ！」

　次にふき出しそうになったのはフェリクスさんだった。兄弟揃ってアルに調子を狂わされているみたい。

　アルが戻ってきて、思いがけなく楽しいお茶の時間になった。だけど楽しい時間なのに頭痛はひどくなる一方だった。

　薬飲まなきゃ、ダメかな……。

　鈍い痛みだった頭痛は、ガーンガーンとトンカチで頭を叩かれているみたいに痛くなってきている。

「どうかしたのかい？」

　痛みに思わず手がこめかみにいくと、すかさずアルが顔を覗き込む。

「少し頭痛が……」

　この痛みは薬をもらわないと治らない。

　そう思って口にすると、思った以上にアルは心配そうな瞳になる。

「可哀想に。フェル、バルテルを呼んでくれ」

「薬があれば大丈夫です」

「バルテルによく診てもらった方がいい」

　院医を呼ぶほど大げさなことではないのに……。

　すぐにベッドに追いやられた私はその上でバルテル医師を迎えることになってしまった。

　部屋にはバルテル医師だけ。アルに指示されたのか、バルテル医師は採血までした。

　バルテル医師からもらった頭痛薬を三錠、水で飲み下す。

「あの、睡眠薬はいただくことはできますか？」

　思い切って聞いてみるとバルテル医師は驚いた顔になった。

「眠れないのですか？」

「はい……ウトウトするとガラスが割れる音が聞こえて起きてしまうんです」

「幻聴まで聴こえてしまいますか……」

　バルテル医師は何か考え込むように腕を組む。

「……眠れるようにしてほしいんです」

　泥のように眠りたかった。

「わかりました。薬は処方しますが、信頼のおけるご友人にそばにいてもらうといいですよ」

「信頼のおける友人……」

　脳裏にハンナが浮かんだ。

　アルに頼めばこの部屋にハンナを泊めるくらいどうってことないよね。

「じゃあ、アルフォンス王子に頼んでみます」

「ここへお呼びいたしましょうか？　きっとそわそわなさっていますよ」

　そわそわ……って……。

　堅物そうに見えるお医者さまだけど意外と優しいし面白い。バルテル医師は眠れないことをアルに話してしまうだろう。

　心配をかけたくないから知ってほしくないのだけど……。

　本当の話以外にハンナを泊める理由が思い浮かばないから。

　少ししてバルテル医師と入れ替わりにアルが入ってきた。

「頭痛薬をもらって飲んだね？　夕食まで眠るといいよ」

　バルテル医師はアルに詳しくは言わなかったみたい。

「ァ、アル。今夜、ハンナに泊まってもらってもいい？」

「ええっ」

　思いもよらぬ話だから驚くのも無理はないと思うけれど、冷静な彼らしくなく、ひどくぎょっとした顔になった。

「どうして彼女に？」

「急にこんなことになっちゃったから、ハンナに会いたくて……」

　そう言うと、アルは指を顎に置いて考え込む様子になった。

「彼女に会いたいのはわかるけど、彼女がこの寮に入るには手続きが大変なんだ」

　私がここに入るのも大変だったはず。

　だから無理は言えなかった。

「……それなら……仕方ないです……」

「リン、ごめんね。起こしにくるからそれまで寝ているんだよ」

　アルは両頬を手で包み私の額にキスを落とすと部屋を出ていった。

　頭痛薬に睡眠作用も含まれていたせいで、眠れそうだった。

　目を閉じて眠りに引き込まれる……

　そのとき――。

　ガシャーン！

　耳にあの音が聞こえてハッと目を開けた。

　まただ……。

　夢なのか現実なのかわからないほどリアルに聞こえる。起き上がって薄いレースのカーテンが引かれた窓を見る。

　今のも幻聴よね……でも……。

　本当に割れていないか、確認のためにベッドから下りた。

　かすかに震える足で大きな窓に近づき、カーテンをそっとずらして下を見る。

「あっ！　ハンナっ！」

　窓を見上げるように制服姿のハンナが立っていた。外は薄暗くなってきていて表情はよく見えない。

　ハンナと話をしたくて窓ガラスの鍵を探す。

「これね」

　差し込み式の鍵を引っ張って、窓を外側に開けた瞬間、非常ベルのような音がけたたましく鳴り響いた。

「きゃっ！」

　どこで鳴っているのかわからなくておろおろしていると、アルとアーレ兄弟が血相を変えて飛び込んできた。

「リン！」

　アルがやってきて私をギュッと抱きしめる。

「驚いたよ。よかった……」

「こ、この音は？」

「窓を開けたせいだ」

　フェリクスさんが警報装置を解除し、エルネストさんが窓を閉めている。

「驚いたんだね。心臓が暴れている」

「まったく人騒がせな奴だな」

　窓を閉め終えたエルネストさんが不機嫌そうに私たちのところへ歩を進め、嫌味を口にする。

「ごめんなさい……」

　窓を開けたせいで警備システムが作動してしまったのだ。

「いいんだ。言っていなかった僕のせいだよ」

「アルフォンスさま、警備班に誤作動を報告しておきました」

　フェリクスさんもスマホを片手にやってきた。

「どうして窓を開けたの？　まさか……僕から逃げようと？」

「えっ!?　逃げるなんて、そんなっ、違います！　たまたま窓から外を見たらハンナがいて……」

　冗談交じりな言い方だけど、とんでもない誤解を招きそうで必死に否定する。

　逃げたいなんて思ってもいないのに……。

「彼女が外に!?」

　アルは驚きの声を上げた。

　またもハンナの名前を出したときだ。何かがおかしい……。

「でも、わからないんです。会いたかったからハンナに見えたのかもしれなくて……」

「……彼女が好きなんだね？」

「はいっ！　ハンナがいてくれなかったら一週間で日本に帰っていたと思います。大学で頑張れたのはハンナのおかげなんです」

「彼女のおかげで、今君はここにいてくれたのか」

　アルの瞳がいつものように温かく感じず、冷ややかな印象を受けた。

　アル……？

　そんなアルに戸惑っているとふんわり抱きしめられた。

「これからは僕がいるよ」

　額にひんやりとした唇を感じる。

「疲れただろう？　横になって」

　私はアルの表情に違和感を覚えながらも黙って横になった。






　アルに迷惑かけちゃった……。

　ベッドで横になっていたが、上体を起こして膝を抱え窓の方へ目を向ける。

　さっきのは本当にハンナだったのか自信はないけれど、彼女も会いたくて来てくれたのかもしれない。

「リン……」

　ぼんやりしていた所へふいにアルの声がして窓から視線を外した。

　いつの間にかアルが入室していてベッドの横に立っていた。眠るように言ってから三十分ほどしか経っていない。

「……アル、どうかしたの？」

　アルの顔にはいつものような笑みはなく首を傾げる。ベッドから下りようとする私に「そのままでいて」と、制した彼は横に腰を掛ける。

「アル？」

　まるでサファイアのような瞳を見つめていると、アルの手がスッと伸びて抱き寄せられる。

「なぜ気づかなかったのだろう……」

「何が……？」

　彼はもう片方の指を私の目の下をゆっくりなぞる。

「アル……？」

「君の心と身体は悲鳴を上げていたんだね」

「何を言っているの？　訳がわから――」

　言葉が終わらないうちに、もう一度力強く腕の中で抱きしめられる。

「……僕では彼女の代わりにはなれない？」

「彼女……って？」

　顔を上げると、端整な顔のアルはギュッと眉を寄せていた。

「ハンナ・カスペルだよ。なぜ僕を頼らない？　なぜ眠れないと言ってくれなかった？」

　アルの言いたいことや、彼の優しさはよくわかっている。わかっているから、頼れなかった。

　彼は多忙な王子さまだから……。

「リン、何か言ってくれ」

「自分で解決したかったの……」

「僕はそんなに頼りない男？」

　彼はショックを受けたような表情になって、私は慌てて首を左右に振る。

「ち、違う！　違うのっ！」

「何が違う？　君が眠れなくて苦しんでいる間、僕は君が安心してここにいると思っていたんだよ？　とんだ勘違いだ！」

　彼は自分を責めているみたいだった。

「アル……違うの……」

　アルに気遣いすぎて傷つけてしまったんだ……。

　うまく言葉にできなくてアルの胸に飛び込んだ。

「ごめんなさい、ごめんなさい」

　どうしようもなく涙が溢れてきてアルのシャツを濡らしていく。

「リン……泣かないで……泣かせるつもりはなかったんだ。今バルテルから聞いて自分に憤ってしまったんだ」

　アルは私を抱きしめ、なだめるように背中をゆっくりさすり始めた。

　子供のように泣きじゃくっていた私は優しく背中を撫でられて次第に落ち着いてきた。

「病気の君を責めてしまうなんてひどい男だ……リン、すまない」

「……病気……じゃない」

「不眠症も立派な病気だよ。現に君の身体は弱っているだろう？」

　指の腹で涙を優しく拭われる。

　アルはポケットから小さな白いプラスチックの入れ物を出して、水が入ったコップとともに一錠を差し出した。

「バルテルが処方した睡眠導入剤だよ。これを飲んでぐっすり眠るんだ」

　薬をもらって一錠を水で胃の中に流し込んだ。

「そばにいるから安心して。おやすみ」

　額にひんやりした唇を感じて目を閉じると、衣擦れの音がして私の頭に腕が回った。

「ごめんなさい……アル……」

　薬のおかげで次第に頭がぼんやりと霞がかかったようになっていく。

「安心して眠るんだよ。僕の天使アンジュ」

　温かい腕に包まれアルの規則正しい心臓の音で眠りに落ちた。






　睡眠導入剤のおかげで私は翌日のお昼過ぎにスッキリした気分で目を覚ました。

　今日のアルは公務で郊外へ行っていると、エヴァさんに教えてもらう。

　アルが帰ってくるのが待ちきれない。早く顔が見たかった。






　部屋で勉強をしていたが、アルの帰宅がすぐわかるようにドアを開けていた。陽が落ちた頃、そのおかげで彼を出迎えられた。

「お帰りなさい」

「ただいま。顔色がすごくいい。ぐっすり眠れたようだね」

「とても」

　アルは濃い緑色のジャケットを脱ぎ、フェリクスさんに渡す。部屋に入ってきてそこまで私と会話をしながらも流れるような所作だ。

　ジャケットを脱いだアルはひらひらしたフリルの光沢のあるシャツを着ていて、王子そのものだ。

　今日は公務と聞いていたが、いつもよりドレスアップされた服装だ。

「座ろう」

　アルは私をソファに連れていき、並んで座る。

「今日は馬術競技の試合を観戦していたんだ。馬術協会の名誉総裁になっていてね」

「面白そう」

「好きな馬術競技だったから楽しめたよ……だけど……」

　アルは言葉を切った。

「だけど……？」

「リンが始終、頭から離れなくて競技に集中できなかった」

　アルの繊細な指が私の頬にそっと触れる。

「っ……ァ、アルっ……」

「あぁ、だめだな。ついリンに触れたくなってしまうよ」

　甘い言葉を吐かれまくりで、私の頭は血が上りそうだった。

「ね、馬術競技が好きって、アルもできるの？」

「数年前まではやっていたよ。白馬に乗ってね」

　王子さまと白馬、アルには似合いすぎる。

　絵本に出てくるかぼちゃのようなパンツを穿いた王子を想像してクスッと笑った。

「どうして笑う？」

「えっ？　あ、おとぎ話の王子さまの格好を思い出して……かぼちゃみたいなパンツを穿いた……」

　そう言った途端、アルは『クックックッ』とおかしそうに、軽く握った手を口元に置いて破顔する。

「それは何世紀も前のことだよ」

「そ、それはわかっているけど、そんな姿でもアルは似合ってカッコいいなって」

「ありがとう。リンは想像力がたくましいね。ところで、馬に乗れる？」

　私は首を左右に振る。

「一度も乗ったことがないです」

　馬に近づいたこともないけれど興味はある。

「たしか……三年生は後期に乗馬の授業があるはずだよ」

　思い出したように言う。

　そうなんだ、さすがセレブな大学。日本で乗馬の授業なんて聞いたことがない。あっ、もしかしたら北海道の学校なんかはあったりして。

「授業を受けるのが楽しみ。でも、きっとみんなは上手なんだろうな」

　馬に触れたことがないなんて、学部で私ひとりかもしれない。

　私は一緒に講義を受ける人たちを思い出して憂鬱になった。

　あそこに戻れる？　あの人たちに会うのが怖い……。

　急に黙り込んでしまった私にアルは眉根を寄せる。

「リン、可愛い頭で思い悩まないで。また具合が悪くなる」

「アル……」

「もう何も起こらない。いや、起こさせない」

　アルは私を引き寄せて、安心させるように背中を優しく撫でてくれる。

　大きな手で撫でられて不安な気持ちが次第に落ち着いてきた。

「そうだ、体調が良ければ来週、馬に乗りにいこう」

「えっ？」

「馬に触れてみるといいと思う。きっと好きになるよ」

「ありがとう。忙しいのに……」

「礼を言う必要はないよ。僕がリンと過ごしたいのだから」

　彼はにっこり微笑み、当惑する私の額にキスを落とした。

















六、王妃さまのワイナリー












　その夜、年代物の置時計の時間を見ると零時を回っていた。

　もうそんな時間なんだ……。

　寝る支度をしてふかふかのベッドの上に座る。

　眠れるかな……薬……アルが持っているんだったっけ……。

「はぁ～」

　ため息ばかり吐いてしまう。座っていても仕方ない。少し冷えた身体をシーツの中に滑り込ませる。

　時計をさっきから何度も見ているせいか、針が進むのが遅く感じる。

　しばらくしてドアが静かに開く音に驚いてビクッと肩が跳ねる。手をシーツについて上体を起こしドアの方を見ると、アルが入ってくるところだった。

「やっぱり眠れていなかったか」

「アル……」

　優雅な足取りで近づいてくると、アルは私の隣に身を横たえる。

「ァ、アルっ!?」

　笑みを浮かべたアルは私の頭の下に腕を差し入れた。

　腕枕……？

「何もしないから身を固くしないで」

「何も……しない？」

　キョトンとアルを見ると、少し意地悪な笑みを浮かべる。

「まあ、何もしないわけはないけれど、こんなに近くに君がいるのだからね」

　髪にアルの唇を感じる。

「さあ、眠って」

「薬があれば眠れるから、薬を――」

「だめだよ」

　薬をくださいと言おうとしたら先に強く否定され、その後の言葉を失う。

「今夜は薬よりも僕を頼ってほしい」

「でも……」

「安心して眠るんだ。悪い夢を見たら起こしてあげるよ」

　私の額に優しく唇が触れる。

「目を閉じて。呼吸を楽にして眠るんだ」

　言われるままに目を閉じる。すると今度は両瞼に唇を感じた。

　アルに守られている安心感が生まれてくる。こんなシチュエーションなのに、ドキドキするよりも穏やかな気持ちになる。

「おやすみなさい……」

「おやすみ。ずっとそばにいるよ」

　心地よいアルの声が耳元をくすぐり、スーッと眠りに引き込まれていった。






　カーテンの隙間から陽が入り込み、目が覚めたとき、隣にアルはいなかった。それでも幸せな気持ちに笑みを漏らす。彼のおかげで一度も目を覚ますことなく眠れた。

　守られているような感じで、恥ずかしさよりも心地良く安心できたのだ。

　今までにこんなに好きになった人はいない。

　ドンドン好きになって……別れられなくなったらどうしよう……。いつかは別れが来るとわかっているのに……。






　まだ授業を受ける勇気が出ない私は一週間もフェリクスさんに勉強を教えてもらった。アルも無理に行く必要はないと言ってくれたから、私も気が楽だった。

　毎晩、アルはどんなに公務で遅くなっても首都にあるお城には泊まらずに戻ってきてくれて、私が眠れるように一緒に寝てくれる。

　ゆったりとした時間が私の周りだけ流れているような感覚だった。






「リンさま、アルフォンスさまが外でお待ちになっています」

　週末、支度を済ませて居間へ行くと、フェリクスさんが待ってくれていた。今日は馬に乗りにいく約束をしている。

　廊下を進み階段を下りて玄関へ向かう。

　外へ出るのは久しぶりだ。

　そんなに経っていないのに、ハンナのいる寮にいたのがずいぶん前に感じられる。

「リン」

　そこへアルの呼ぶ声。

　アデル寮の門の所にアルが立っていた。アルはいつものようにカジュアルなスーツ姿。

　その姿に「あれ？」と首を傾げる。

「車に乗って」

「車？」

　大学の馬場がどこにあるのか知らないけれど、歩いていくと思っていた。

「アル、馬に乗りにいくんだよね？」

「そうだよ。どうしてそんなことを聞くのかな？」

「ぇ……っと、その姿で乗馬？」

　王子さまみたいで似合っているけれど……。

「向こうで着替えるから」

　門の前にいつもの高級車が停まっていて、そばにエルネストさんが立っていた。

「どうぞお車に。リンさま」

　後ろから付いてきたフェリクスさんが後部座席のドアを開けて待っている。

　エルネストさんは相変わらず私を見ているだけで無視状態だ。

　私たちを乗せた車はアデル寮を離れ、大学の門を通り抜けた。

「アル、大学の馬場は外にあるの？」

「いや、今日行くのは大学の馬場じゃないよ。着いてからのお楽しみだよ」

「着いてからのお楽しみ？　う……ん。わかった」

「二時間くらいかかる。ドライブだと思って気を楽にして。それからふたりのことはこれから呼び捨てにするように」

「えっ？」

　ふたりのこととはアーレ兄弟のこと？

「どうして……」

　当惑して私の反対側にいるフェリクスさんと助手席のエルネストさんへ視線を泳がせる。

　エルネストさんはチラリと私の方を見てすぐに前へ戻したが、フェリクスさんは口を開く。

「どうぞ私たちのことはフェルとエルとお呼びください。あなたはアルフォンスさまの恋人なのですから」

「……わかりました。これからそう呼ばせていただきます」

「それでいい」

　アルは私の手を握って口元に持っていくと唇をあてた。






　十分ぐらい前からガラッと景色が変わってきた。

　森の中を整備された道を進んでいる。木々が紅葉で少し色づいている。少し走ると、車は葡萄畑の中を走っていた。

「ここのワインは世界でも有名なんだよ。昼食のときに飲んでみるといい」

　アルが話をしてくれているうちに車は豪華な鉄柵を通り、大きな石造りの建物の前で停まった。

　お城……？

　車から降りた私たちをグレーのワンピースに白いエプロンのメイド服を着た人たちがずらっと並んで迎え、頭を下げられる。

「アル……？」

　隣に立ったアルの顔を見上げたそのとき――。

「アルフォンス！」

　アルを呼ぶ女性の声が聞こえた。

　お城の中から出てきた女性は小走りで私たちの所にやってくる。

「母上」

　は、母上っ？

　アルの言葉に驚き絶句状態で、ふたりが抱き合うのを見ていた。

「半年ぶりかしら？　なかなか来てくれないから寂しかったわ」

　両頬に愛する息子からキスを受けた王妃は満足そうに微笑んでいる。

「母上、日本からの留学生のリンを紹介します。リン、僕の母ママンだよ」

「は、はじめまして。王妃さま」

　膝を折る？　どんな挨拶をしたらよいのかわからず頭を深く下げる。

「まあ、可愛らしい子ね？　よくいらしてくれたわ」

「ここは母の実家なんだよ。母上、リンに乗馬を教えようと思って連れてきたんだ。優しい子シェリーなら初心者にも簡単に乗れるからね」

「ええ、シェリーに乗ればきっと馬を好きになってよ」

　王妃は気さくににっこり微笑んでくれる。

　アルに似た金髪の髪と繊細な顔立ちの美しさを持つ王妃だけれど、着ている服はシャツにジーンズとカジュアル。

　飾らない王妃に驚いてしまう。ただオーラは半端なく圧倒されるほどだ。

「こんな姿でごめんなさいね。最後の葡萄の収穫で畑に出ていたの。とりあえず飲み物でも飲みましょう。中へどうぞ」

　王妃は美しい笑顔で私たちを中へ招き入れた。

　豪華な部屋に通されると、私を残してアルとアーレ兄弟は着替えに行ってしまった。

　安物のシャツとジーンズ姿の私はこの場所にふさわしくなく、大きくアンティークなソファに座るのもおこがましい気がする。

　心細く思っているうちにメイドがティーセットと焼き菓子を運んできた。そして一緒に入室してきた執事のようなスーツを着た初老の男性に「どうぞお座りください」と招かれ、おそるおそる腰を下ろす。

　十分ほどでアルたちが戻ってきた。乗馬服に着替えた三人は見惚れてしまうほどカッコよい。

　まるで一枚の絵のような洗練された三人だ。

「待たせたね。行こうか」

　アルは私の所まで来ると、手を差し伸べて立たせてくれた。

　お城の裏手にある馬場へ行くとフェルからヘルメットと乗馬ブーツを渡される。

　それらを身に着けた私は厩舎から馬を連れてきたアルへ近づく。

「リン、シェリーだよ。彼女はとても優しいからすぐに乗りこなせると思うんだ。さあ、挨拶して。サラブレッドは頭がいいから君のこともすぐに覚える」

　優しい子、という意味の名前をつけられた鹿毛の馬に近づく。

　初めて間近で見る馬だけど怖くなかった。黒いつぶらな瞳が優しく私を見つめてくれているようだった。

　おそるおそるシェリーの首に手を伸ばしゆっくり撫でてみる。

「シェリー、よろしくね」

　踏み台を使い、アルの手を借りてシェリーの背に乗る。

「うわっ！　高いっ！」

　自分の視線の位置に驚いて身体がグラッと揺れた。

「大丈夫だよ。落ち着いて」

　アル自らシェリーの手綱を持ってゆっくり歩き出した。

　シェリーは私を気にしてくれているのか、ゆったりとした心地よい揺れで歩き始めた。

「どう？　気持ちいいかい？」

「はいっ！　楽しいです」

　真っ青な空は高く、秋のそよ風が気持ちいい。久しぶりに新鮮な外の空気を吸って元気が出てきた。

　それから一時間以上、私はシェリーに夢中になった。

　ほんの少しの駆け足なら乗りこなせるようになり、フェルにも褒められた。

　少し離れたところで、アルの馬……想像していた白馬ではなかったけれど、黒毛の美しい悪魔デイモンにアルは乗って気持ちよさそうに駆けている。

　悪魔と名づけられた馬は暴れん坊で、調教するまで数人を怪我させたことからつけられたとアルが教えてくれた。

　彼は乗馬がとても上手だった。デイモンと一心同体のように駆ける姿は美しくて見惚れてしまう。

　アルが駆けている間、私のそばにいるのはフェルで、双子の弟はアルと一緒に並んで駆けている。

　優美で景色に溶け込んだ光景だった。

「皆さん、お上手なんですね」

「ええ。小さい頃から毎日のように乗っていましたから。それにアルフォンスさまは国を代表する騎手でもあります」

　そうだったんだ……。

「知らなかった……あ！　フェルも一緒に行ってきてください」

「いいえ、ひとりにして何かあったら大変です」

「大丈夫です。こんなによい子なんですから」

　シェリーの首を優しく撫でる。

　私は優しいシェリーが大好きになっていた。

　葡萄畑を望む平地をゆっくり走らせていると、デイモンに乗ったアルが颯爽と近づいてきた。

「もうそろそろ昼食の時間だ。戻ろう」

「はい」

　もう乗馬は終わりなのかと、少し残念な気持ちになるが、運動し美味しい空気を吸ったせいかお腹も空いている。

　アルと並んでゆっくり常歩なみあしで厩舎まで戻った。先にデイモンから華麗に下りたアルが両手を差し伸べてくれる。

　彼の手を借りて地面に足を着けた途端、グラッとよろける。

「大丈夫かい？」

「足に力が入らないです……」

　足の付け根も痛い。

「初めてだから無理もないよ」

　アルは笑いながら私の膝に手を差し入れて横抱きに抱き上げた。
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「アル！　こんなところで恥ずかしいよっ！」

「でも歩けないんだろう？」

「少し経てば歩けるから……」

　厩舎の係の年配の男性が驚いた顔をしているのが目に入ってしまう。

「それでは昼食の時間に遅れてしまう。リンは母上を待たせたいのかい？」

「っ……そうじゃなくて……」

　王妃を待たせるのは礼儀に反する。

「では仕方ないな？」

　楽しそうな笑みを向けられて私は黙るしかなかった。

　お城の敷地内には可愛らしい建物がたくさんある。

　ここだけで小さな街みたい。

　可愛らしい茶色のレンガの建物はワインを貯蔵するワイナリーで、並ぶ建物はワインを作るところらしい。

　建物に入ってから、何人ものメイドとすれ違う。

　メイドたちは王子に抱きかかえられた私を見て見ぬふりをしてくれている。けれど、私は恥ずかしくて部屋に着くまで俯いていた。

　アルは艶やかな木材の重厚な扉の前で立ち止まった。

「この部屋はゲストルームだ。これからバスタブにゆっくり浸かるといい。昼食は一時間後、迎えにくるからこの部屋にいて。何か必要なときは電話で一を押すと、執事室に繋る」

「ァ、アルっ！　ちょっと待って、着替え持ってきていないよ」

　部屋のドアを開けて中に入り、ざっと説明して出ていこうとするアルの袖を掴む。

「大丈夫、ベッドの上に着替え一式を用意してあるから」

　そう言われて四柱式のお姫さまのような大きなベッドの上に目が行く。

　そこにこんもりと布の塊が見えた。

「じゃあ。バスタブでゆっくり身体をほぐして。でないと明日がつらいから」

　彼は微笑みを浮かべ唇に軽くキスを落として行ってしまった。

　静かにドアが閉まり残された私はベッドへ近づく。

　だんだんと濃いピンクになっていくグラデーションがきれいな膝丈のワンピースにクリーム色のカーディガン。

　カーディガンを手にした私はまだベッドの上に置いてあるものに気がつく。

「し、下着じゃないっ！」

　私がいつも身に着けるようなごく普通のレースが少しついているものではなくて、柔らかいレースがふんだんにあしらわれたブラジャーと、おそろいのショーツ。

　恥ずかしすぎる……誰が選んだんだろう……。

　さらに用意周到で、ワンピースに合うようにパンプスがベッドの下に用意されていた。

　この待遇に戸惑いながらバスルームと思われるドアを開けた。






　ゆっくりバスタブに浸かりきしむ身体をほぐし、支度が終わったのは、アルが迎えにくる時間の五分前だった。

　高級なシャンプーとリンスのおかげで髪の毛はサラサラ。バスオイルは葡萄のような香りで、私の身体はその香りを纏っていた。

　トントン。

　ノックの音に慣れない高いパンプスで急ぐ。

　ドアを開けるとクリーム色のカジュアルなスーツに着替えたアルが立っていた。

「可愛いよ。よく似合っている」

「アル、ありがとう……」

　よく似合っていると言われて、身につけたセクシーな下着を思い出してしまった。

　顔に熱を感じて俯く。

「どうした？　気に入らなかった？」

「ううん！　そうじゃないのっ、し、下着まであったから……恥ずかしくて……」

　恥ずかしくて戸惑う私にアルは顔をほころばせる。

「リンは恥ずかしがり屋だね。好きな女性にランジェリーを贈るのはこっちの男性なら日常茶飯事なんだよ？　そんなに可愛い反応ならこれから頻繁に贈ろうかな？」

「そ、それは困ります……」

「お腹が空いただろう？　行こうか」

　私の手に手を絡めたアルは所々に調度品が置かれている博物館のような廊下を歩いていく。

「ここは、お母さまの実家だって言ってたよね？」

「あぁ、そうだ。母上の実家で今は住んでいる。母上は城を出たんだ」

「えっ!?」

　驚いて思わず足が止まる私にアルは振り返りフッと微笑み小首を傾げる。

「何も気にすることはないよ。母上はまだ王妃だし離婚もしていない。あそこが窮屈でたまらなかったんだ」

　城を『あそこ』と言うアル……。

　アルも『あそこ』が好きではない印象を受けた。

「普通に接すればいいんだ。母上は僕の一番の理解者だからね」

　食事をする部屋では王妃とアーレ兄弟が席に着いて楽しそうに談笑していた。

　入室する私たちを立ち上がって出迎えてくれる。

「まあ、可愛らしいこと。アルフォンスの見立てね。よく似合っているわ」

　ってことは、下着も……。

　王妃の言葉に私は頬を赤らめる。

「乗馬はどうだったかしら？　彼らによるととても筋がいいと褒めていたわ」

　双子の兄弟が褒めてくれた？　きっとフェルだよね。エルだったら天と地がひっくり返っちゃう。

「リンは運動神経がいいんだ。初めて会ったときなどは泥棒を追いかけていたんです」

　アルが私を席に着かせながら思い出したように話す。

「まあ！　泥棒を？」

　王妃が驚きを隠せずにポカンと開けた口に手をあてる。それからにっこり笑みを浮かべた。

「とても勇敢なのね」

「勇敢なわけでは……ぁ、アル……フォンスさま」

「アルでいいと言っただろう？　母上の前だからといって気にする必要はない」

「そうよ。リン、いつも通りに接していいのよ」

　こんなくだけた王妃さまがいるのだろうか……。

　親しみやすい王妃に私の緊張はほぐれていく。

　昼食の席では王妃自慢のワインが開けられた。

「飲んでごらん」

「私、ワインの飲み方なんて……」

「マナーなんて気にしなくていい。飲んでみて」

　勧められるままにグラスを手にして口元に運ぶ。

　何だろう……爽やかなベリー系の香りがする。

　飲んだ途端に喉元が熱くなる感覚。ほんのり甘くて美味しい気もするけどよくわからない。

「少しずつ飲むとワインのよさがわかってくるよ」

　思ったことがわかったのか、アルはそう言って自分も飲み始めた。

　美味しい食事とワインで王妃とアル、アーレ兄弟の会話は弾んでいた。

「ひっく……し、失礼しました！」

　突然自分の口から出たしゃっくりに驚いて目を瞬かせる。

「リンにはまだ二杯が限度のようだね。顔も美味しそうな色になっている」

　アルがおかしそうに笑みを浮かべた。

「ぁ……ひっく」

「お水を飲むといいわ」

　王妃はドアの前に控えている執事に頷くと、すぐさまグラスに冷たい水が注がれる。

　恥ずかしい……。

　昼食後、王妃自らワイナリーを案内してくれた。

　そこでも飲むように勧められて、私の顔はゆでだこのように真っ赤になってしまったようだ。

「色が白いから肌がとてもきれいなピンク色になっているわね」

　王妃は笑いながらそう言って私をからかう。どうやら顔だけでなく首や胸元まで赤くなっているらしい。

　アルを見ると視線を逸らされた。

　どうして？　と思っていると、手に持っていたカーディガンをアルが奪い取り、羽織らされて袖に手を入れるように言われる。

　袖に手を通すと、アルは一番上からボタンを留めていく。

「アル、自分でできるよ？」

　それに身体が火照って暑いからカーディガンは着たくないのに……。

「アルフォンスったら、女の私が見てもダメなのかしら？　まあ、全身がピンク色になっているリンは美味しそうに見えるけど。おまけにリンからいい香りがするものね」

　美味しそう……？　いい香りはバスオイルだと思う。

　アルと王妃の会話はまったく理解不能。

「……いや、フェルたちがいるだろう？」

「趣味が違います」

「誰が小娘に！」

　アーレ兄弟は同時に言ってのけ、上品で気品ある姿らしくなく王妃が大声で笑う。

「楽しいわ。またリンを連れてきなさいね？　これは命令よ？」

　目じりを下げる王妃にアルは「仰せのままに」と芝居がかったようなお辞儀を優雅にしてみせた。






　王妃に見送られて、私たちを乗せた車はアデル寮に向かった。

　ワイナリーで少しずつ試飲してしまったせいでさっきから生あくびが絶えない。

　そんな私を見てアルは「着くまで寝た方がいい」と言う。

「でも……」

　一応言ってみるけれど、着くまでに絶対に眠ってしまうはず。

「うなされたらすぐに起こしてあげるから。ほら、僕の肩に頭を乗せて」

　アルは自分のスーツのジャケットを脱ぐと膝にかけてくれる。

「おやすみ」

　こめかみに唇を感じて、アルの肩に寄りかかると目を閉じた。






　アデル寮に到着する少し前に私は目を覚ました。重い瞼を開けた先に、アルのきれいな顔が飛び込んできてびっくりする。

「ア、アルっ、もしかしてずっと見ていたってことはないよね？」

　そういう私に、アルはフッと美麗に口元を緩ませる。

「それはないよ。もうそろそろ起こそうかと思っていたところだった」

「アル。今日はどうもありがとう。とても楽しかったです」

　初めての乗馬で身体はまだ痛いけれど、それよりももうシェリーに乗りたくなっている。

「僕も久しぶりに楽しかったし、母上も君を気に入ったと言っていた」

「私も王妃さまが大好きです。とても優しくしてくださって」

「また行こう。シェリーも待っているよ」

「はいっ」

　そこで車はアデル寮の王子専用玄関前につけられた。






　夕食までまだ時間が少しある。私は自室へ歩を進めた背後でアルに呼び止められた。

「リン……」

「はい？」

　振り返り笑みを浮かべて首を傾げる。

「……いや、なんでもない。一時間後に夕食だからそれまで部屋で休んでいるといい」

　アルは何かを言いかけてやめた。どうしたんだろう……。

　なんとなく腑に落ちずに部屋に入るとすぐにエヴァさんがジュースを運んできた。

　酔いは醒めたけれど、喉が渇いていて受け取ってすぐにごくごくと飲み干す。

　そんな私を見てからエヴァさんはドアへ向かう。

「あ！　エヴァさんっ！」

「なにか？」

　サラリと長い髪の毛をなびかせて振り返り小首を傾げて聞く。

「あの、ちょっと出かけたいのですが……」

「いったいどこへ？」

「ハンナに会いにいきたいんです。さっき来てくれたんですよね？」

　数日前、窓の下にいたハンナは、私に会いたくて来てくれたに違いない。

「もう遅い時間ですし……」

「すぐに戻ってきます。あ！　玄関の鍵を解除してもらえますか？」

　ここはセキュリティが厳しいからむやみに外に出られない。

　ずっとハンナに会っていないので、どうしているのだろうと無性に会いたかった。

「……私の一存では答えられませんから、アルフォンスさまにお聞きになってください」

　無表情のままエヴァさんは出ていった。

「やっぱりアルに聞かないとダメなんだ……」

　夕食前に会いたかったから、ガクリと肩を落とす。

　ここにいれば安心だけれどめんどくさいな……明日にしよう……。

　ワイナリーへ行って気分が一新されたからか、明日から授業を受ける気になっていた。

　ずっと休んでいるわけにはいかないし。

















アルフォンス（Side）












　僕が最初にリンに興味を覚えたのはオテル・ド・アルトナーのレストランだった。珍しく東洋人がいて、友人と屈託なく笑う彼女になぜだかずっと見ていたい気持ちになった。

　目と目が合い彼女は一瞬大きな目をさらに大きくさせた。

　ヘアスタイルはショートの黒髪。大きな目も黒目がちで可愛い子だと思った。

「アルフォンスさま、彼女たちをご存じなのですか？」

　僕が見ていた先に目ざとく気づいたのはフェルだ。

「いや、観光客だろう？」

「いえ、コルネリウス学院の三年です。ブラウンの髪の方はハンナ・カスペル。カスペル保険会社の令嬢です。もうひとりの黒髪の方は日本からの交換留学生。リン・オリハラ。日本人で言葉が不利ながら、勤勉で優秀だそうです」

　ＩＱ２００を超えるフェルは、僕が在籍するコルネリウス学院の全生徒の顔とプロフィールを記憶済みだ。

「またか。彼女たちも俺たちがここに来る情報を掴んで興味本位で来たんじゃないか？」

　フェルの隣にいるそっくりな顔のエルは呆れたように彼女たちを一瞥する。

「だとしたらすごい情報網ですね」

　フェルが苦笑いを浮かべる。

　彼らは一卵性双生児で一見見分けがつかないが、同い年で幼い頃から一緒にいる僕にはそこにいるだけでどちらかわかる。

　アーレ兄弟は将来クレーメンス国王になる僕の護衛だ。幼馴染みである彼らは厳しい訓練を受け、日々僕を守っている。

　そんな会話をしていると、彼女たちはいつの間にかレストランを出ていた。

　同じ大学で新学期から三年ならばこれから会う機会もあるだろう。

　僕たちはオテル・ド・アルトナーのレストラン支配人直々に給仕するフルコースランチを存分に楽しみ腰を上げた。

　ところが思いのほか、再び彼女と会うこととなった。

　オテル・ド・アルトナーを出発し専用車で街を走っていると、ハンナ・カスペルが焦った顔で巡回中の警官といるところを視野にとらえ車を停めさせた。

　エルを警官のもとへ行かせ、話を聞いた彼はすぐに戻ってくる。

「彼女のネックレスがスリに持っていかれたそうで、一緒にいたあの娘が追っていったそうです」

「なんだって？」

　僕は一瞬、言葉を失った。

　か弱い女の子がスリを追った？　そんなことをする者は男でも滅多にいない。

「エル、追ってくれ」

「仕方ないな」

　僕の指示にエルはスリと女の子が走っていたと聞いた方向へ駆け出した。






　リンはスリと対峙したようで、突き飛ばされ手と膝頭に怪我をした。エルが間に合わなければもっとひどい目にあっていたかもしれない。女の子なのだから今後こういうことがあってもやめるようにと、そう彼女に伝えた。

　僕は「はい。わかりました」と彼女が口にするのを待った。

　しかし、彼女の口から出た言葉は「同じことがあったらまた同じことをしていると思います。許せないんです」だった。

　怖かっただろうに、なんと正義感の強い子なのだろうと僕は感心した。

　それから僕はリンから目が離せなくなったのだ。

　しかし学舎では彼女の姿を時々見るだけで、僕は去年も開かなかったお茶会を考え、リンとハンナへ招待状を送った。

　僕の目的はリンだけ。ハンナにも送ったのは、ひとりきりでは断られるのではないかと思ったからだ。

　その予想は的中し、リンはジャルダン・ドゥ・フルールの手前で引き返そうとした。

　怖じ気づいたような彼女の不安を払拭するように僕は部屋へ促した。

　エルがリンをよく思っていないことはわかっていた。僕に関して、彼女に忠告をしたことも。余計なことをする男だ。

　お茶会でリンを最初に呼び、彼女の天真爛漫な会話を楽しんだ。

　僕はリンだけとずっと話をしていたかった。だが、招待客の目もあり、それを懸念したフェルが僕から彼女を遠ざける。

　このときばかりは絶大な信頼を置いているアーレ兄弟を鬱陶しく感じた。

　お茶会ではリンは貴族の子息たちにも興味を持たれ、囲まれていた。その様子に僕が苛立っているのをフェルに気づかれ、彼は彼らからリンを引き離した。

　リンには今まで思ったことのない感情が芽生えてくる。その感情とは？　嫉妬心だった。

　彼女はブノワに手の甲を口づけされた。

　僕は一刻も早く口づけられた手の甲をキスで上書きしたいほどの嫉妬に駆られたのだ。

　よって、アーレ兄弟の反対もかまわずリンを僕の住居へ呼んだ。

　やはり彼女といると気持ちが浮き立つ。

　彼女によって今までの面白みのない生活に光が差すような感覚だった。

　僕はリンにドンドン惹かれていった。

　この感情は紛れもなく恋だ。

　僕が彼女に近づくことで、面白くないのがクレーメンス国の王子妃になりたい貴族の令嬢たちだ。

　彼女たちによってリンは傷つき体調を崩した。

　城の護衛隊長の娘、エヴァをリンの付き添いにし、彼女をワイナリーに連れていき、母上に紹介した。

　こうなればリンは僕の恋人で、手を出しにくくなるだろう。

　そう楽観視していた僕だった。







※後編に続く
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